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は
じ
め
に

　
　
　

四
年
壬
申
、
藤
原
宇
合
卿
、
西
海
道
の
節
度
使
に
遣
は
さ
る
る
時
に
、
高
橋
連
虫
麻
呂
が
作
る
歌
一
首 

并
せ
て
短
歌

　
　

白
雲
の　

竜
田
の
山
の　

露
霜
に　

色
付
く
時
に　

う
ち
越
え
て　

旅
行
く
君
は　

五
百
重
山　

い
行
き
さ
く
み　

賊
守
る　

筑
紫
に
至
り　

山
の

　

当
該
歌
は
天
平
四
年
に
西さ
い

海か
い

道ど
う

節せ
つ

度ど

使し

と
し
て
派
遣
さ
れ
る
藤
ふ
じ
わ
ら
の
う
ま
か
い

原
宇
合

を
送
る
、
高
た
か
は
し
の橋
虫む
し

麻ま

呂ろ

の
歌
で
あ
る
。
本
稿
で
は
長
歌
の
季き

節せ
つ

表
現
に
焦

点
を
当
て
当
該
歌
の
機
能
を
考
察
す
る
。

　

節
度
使
は
任
期
不
明
の
臨
時
の
官
職
だ
が
虫
麻
呂
は
帰
還
の
時
期
を

春
に
据
え
る
。
こ
れ
は
漢
詩
文
に
類
似
し
た
発
想
を
用
い
女
の
盛
時
に
帰

還
を
願
う
様
を
表
す
た
め
の
工
夫
で
、
女
を
虫
麻
呂
自
身
転
換
さ
せ
奉
迎

に
繋
げ
る
。

　

歌
中
に
複
数
表
れ
る
季
節
表
現
は
、
古
代
中
国
の
帝
が
季
節
を
建
て
定

め
る
こ
と
が
政
の
重
要
事
と
さ
れ
、
季
節
の
順
行
が
政
の
成
功
を
表
す
発

想
に
重
ね
ら
れ
、
天
皇
の
代
行
者
た
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
宇
合
へ
の

讃
美
と
な
る
。
末
尾
の
「
春
さ
り
行
か
ば
」
は
歌
い
手
の
現
在
か
ら
見
た

時じ

間か
ん

の
進
行
方
向
を
明
瞭
に
し
、
出
立
の
時
期
か
ら
帰
還
の
未
来
ま
で
を

照
射
す
る
表
現
で
あ
り
、
待
つ
側
の
虫
麻
呂
と
旅
立
つ
宇
合
と
の
時
間
の

継
続
を
強
調
し
、
両
者
の
一
連
の
時
間
を
顕
在
化
さ
せ
る
。

当
該
歌
は
宇
合
へ
の
称
賛
壮
行
を
目
的
と
し
、
季
節
表
現
に
よ
り
、
虫
麻

呂
と
宇
合
と
の
紐
帯
を
表
す
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

西さ
い
か
い
ど
う

海
道
節せ
つ
ど
し

度
使　

藤ふ
じ
わ
ら
の
う
ま
か
い

原
宇
合　

高
た
か
は
し
の橋

虫む
し

麻ま

ろ呂　

季き
せ
つ節　

時じ
か
ん間

論
　
文
　
要
　
旨

天
平
四
年
遣
西
海
道
節
度
使
歌
の
考
察

―
帰
還
の
春
を
め
ぐ
っ
て
―

稲
　
見
　
知
　
華
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そ
き　

野
の
そ
き
見
よ
と　

伴
の
部
を　

班
ち
遣
は
し　

山
彦
の　

応
へ
む
極
み　

た
に
ぐ
く
の　

さ
渡
る
極
み　

国
状
を　

見
し
た
ま
ひ
て　

冬
ご
も

り　

春
さ
り
行
か
ば　

飛
ぶ
鳥
の　

早
く
来
ま
さ
ね　

竜
田
道
の　

岡
辺
の
道
に　

丹
つ
つ
じ
の　

に
ほ
は
む
時
の　

桜
花　

咲
き
な
む
時
に　

や
ま
た

づ
の　

迎
へ
参
ゐ
出
む　

君
が
来
ま
さ
ば

�

（
６
―
九
七
一
）

　

反
歌
一
首

千
万
の　

軍
な
り
と
も　

言
挙
げ
せ
ず　

取
り
て
来
ぬ
べ
き　

士
と
そ
思
ふ�

（
６
―
九
七
二
）

　

右
、
補
任
の
文
を
検
す
に
、
八
月
十
七
日
に
東
山
・
山
陰
・
西
海
の
節
度
使
を
任
ず（

１
）。

　

右
は
、
天
平
四
年
に
藤
原
宇
合
の
西
海
道
節
度
使
派
遣
に
際
し
て
の
高
橋
虫
麻
呂
の
歌
で
あ
る
。
左
注
よ
り
、
西
海
道
節
度
使
の
ほ
か
東
山
道
・
山
陰
道
の

節
度
使
の
任
命
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
当
該
歌
の
直
後
に
は
節
度
使
に
向
け
た
天
皇
御
製
歌
も
掲
げ
ら
れ
、
節
度
使
派
遣
に
際
し
て
大
掛
か
り
な
送
別

の
場
が
設
定
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る（

２
）。

当
該
歌
に
は
反
歌
が
付
さ
れ
る
が
、
反
歌
で
は
「
賊
守
る　

筑
紫
」
に
あ
っ
て
、
宇
合
は
相
手
が
「
千
万
の　

軍
な
り

と
も
」
討
ち
取
る
こ
と
が
で
き
る
大
丈
夫
で
あ
る
と
述
べ
、
歌
の
趣
を
異
に
す
る
。
節
度
使
派
遣
に
際
し
て
の
壮
行
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
な
ら
、
反
歌

の
よ
う
に
力
強
い
壮
行
の
色
合
い
を
表
し
て
良
い
と
思
わ
れ
る
が
、
長
歌
で
は
冒
頭
と
末
尾
付
近
に
対
と
な
る
季
節
の
表
現
を
配
置
し
、
春
の
帰
還
の
時
期
に

句
を
多
く
割
き
な
が
ら
「
迎
へ
参
ゐ
出
む　

君
が
来
ま
さ
ば
」
と
歌
い
収
め
る
。

　

当
該
歌
は
季
節
表
現
を
冒
頭
と
末
尾
に
据
え
て
お
り
、
一
見
す
る
と
文
飾
表
現
の
よ
う
で
あ
る
。
節
度
使
送
別
に
際
し
て
単
に
そ
の
場
を
盛
り
上
げ
る
た
め

の
華
麗
な
技
巧
表
現
と
し
て
用
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
春
を
始
発
と
し
て
季
節
の
循
環
を
表
し
て
も
良
か
ろ
う
。
ま
た
春
の
景
に
句
を
割
き
、
帰
還
を
待
望
す
る

姿
勢
を
描
く
な
ら
冒
頭
の
出
発
の
景
は
不
要
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
公
的
な
任
務
を
負
っ
て
遠
方
へ
派
遣
さ
れ
る
使
節
を
見
送
る
の
に
出
発
と
帰
還
の
時
期

を
殊
に
意
識
し
て
歌
い
込
む
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば
、季
節
の
表
現
は
歌
の
技
巧
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
な
る
。「
露
霜
の
色
づ
く
時
に
」に
歌
い
始
め
、

春
に
帰
結
さ
せ
る
当
該
歌
の
構
造
は
注
目
に
値
し
よ
う
。

　

以
上
、
本
稿
で
は
長
歌
に
見
え
る
季
節
表
現
を
虫
麻
呂
の
創
意
に
よ
る
表
現
上
の
特
殊
な
歌
い
ぶ
り
と
捉
え
て
焦
点
化
し
、
帰
還
の
時
期
を
春
に
据
え
る
意
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図
に
加
え
、
壮
行
歌
と
し
て
い
か
に
機
能
し
て
い
た
か
を
検
討
す
る
。

一
、
送
別
歌
の
類
型

　

送
別
の
場
に
お
い
て
季
節
表
現
を
凝
ら
し
た
歌
が
歌
わ
れ
る
こ
と
は
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
か
、
他
の
送
別
に
際
し
て
の
歌
と
比
較
し
て
当
該
歌
の
特
徴
を

探
っ
て
い
く
。

　

公
務
を
負
っ
た
者
の
出
発
に
際
し
て
の
歌
と
し
て
天
平
五
年
の
入
唐
使
に
贈
る
歌
が
あ
げ
ら
れ
る
。
作
歌
年
代
は
当
該
歌
よ
り
一
年
下
る
が
、
状
況
は
当
該

歌
に
近
い
も
の
と
言
え
る
。

①�

神
代
よ
り　

言
ひ
伝
て
来
ら
く　

そ
ら
み
つ　

大
和
の
国
は　

皇
神
の　

厳
し
き
国　

言
霊
の　

幸
は
ふ
国
と　

語
り
継
ぎ　

言
ひ
継
が
ひ
け
り　

今

の
世
の　

人
も
こ
と
ご
と　

目
の
前
に　

見
た
り
知
り
た
り　

人
さ
は
に　

満
ち
て
は
あ
れ
ど
も　

高
光
る　

日
の
大
朝
廷　

神
な
が
ら　

愛
で
の
盛

り
に　

天
の
下　

奏
し
た
ま
ひ
し　

家
の
子
と　

選
ひ
た
ま
ひ
て　

勅
旨
〈
反
し
て
、
大
命
と
云
ふ
〉　

戴
き
持
ち
て　

唐
の　

遠
き
境
に　

遣
は
さ

れ　

罷
り
い
ま
せ　

海
原
の　

辺
に
も
沖
に
も　

神
留
ま
り　

う
し
は
き
い
ま
す　

諸
の　

大
御
神
た
ち　

船
舳
に
〈
反
し
て
、ふ
な
の
へ
に
と
云
ふ
〉　

導
き
ま
を
し　

天
地
の　

大
御
神
た
ち　

大
和
の　

大
国
御
魂　

ひ
さ
か
た
の　

天
の
み
空
ゆ　

天
翔
り　

見
渡
し
た
ま
ひ　

事
終
は
り　

帰
ら
む
日

に
は　

ま
た
更
に　

大
御
神
た
ち　

船
舳
に　

御
手
う
ち
掛
け
て　

墨
繩
を　

延
へ
た
る
ご
と
く　

あ
ぢ
か
を
し　

値
嘉
の
崎
よ
り　

大
伴
の　

三
津

の
浜
辺
に　

直
泊
て
に　

御
船
は
泊
て
む　

つ
つ
み
な
く　

幸
く
い
ま
し
て　

は
や
帰
り
ま
せ�

（
５
―
八
九
四
）
山
上
憶
良

②
大
伴
の　

三
津
の
松
原　

掻
き
掃
き
て　

我
立
ち
待
た
む　

は
や
帰
り
ま
せ�

（
５
―
八
九
六
）
山
上
憶
良

③
難
波
津
に　

御
船
泊
て
ぬ
と　

聞
こ
え
来
ば　

紐
解
き
放
け
て　

立
ち
走
り
せ
む�

（
５
―
八
九
六
）
山
上
憶
良

④�

玉
だ
す
き　

か
け
ぬ
時
な
く　

息
の
緒
に　

我
が
思
ふ
君
は　

う
つ
せ
み
の　

世
の
人
な
れ
ば　

大
君
の　

命
恐
み　

夕
さ
れ
ば　

鶴
が
妻
呼
ぶ　

難

波
潟　

三
津
の
崎
よ
り　

大
船
に　

ま
梶
し
じ
貫
き　

白
波
の　

高
き
荒
海
を　

島
伝
ひ　

い
別
れ
行
か
ば　

留
ま
れ
る　

我
は
幣
引
き　

斎
ひ
つ
つ　
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君
を
ば
遣
ら
む　

は
や
帰
り
ま
せ�

（
８
―
一
四
五
三
）
笠
金
村

　

①
は
好
去
好
来
歌
で
あ
る
。
左
注
に
は
「
天
平
五
年
三
月
一
日
に
、
良
の
宅
に
し
て
対
面
し
、
献
る
は
三
日
な
り
。」
と
あ
り
、
前
回
遣
唐
使
と
し
て
渡
海

し
た
憶
良
が
、
今
回
の
遣
唐
大
使
で
あ
る
多
治
比
真
人
広
成
と
対
面
し
、
歌
を
献
上
す
る（

３
）。

政
務
を
終
え
て
帰
朝
す
る
日
に
は
、
船
は
寄
り
道
せ
ず
三
津
の
浜

に
着
く
だ
ろ
う
と
、
使
節
が
恙
な
く
帰
還
す
る
こ
と
を
祈
る
。
②
も
長
歌
に
加
え
、
出
発
の
地
に
し
て
帰
着
の
地
で
あ
る
三
津
の
松
原
を
掃
き
清
め
て
帰
還
を

待
ち
望
む
と
繰
り
返
す
。
③
は
船
の
音
が
聞
こ
え
た
ら
衣
服
を
整
え
る
暇
も
惜
し
ん
で
急
い
で
迎
え
よ
う
と
逸
る
気
持
ち
を
歌
う
。
④
は
大
君
の
命
を
負
っ
て

旅
立
つ
様
を
見
送
る
歌
い
手
が
、
幣
を
引
き
物
忌
み
を
し
て
斎
戒
し
な
が
ら
早
期
の
帰
還
を
祈
念
す
る
。
右
に
あ
げ
た
歌
は
い
ず
れ
も
見
送
る
側
の
立
場
か
ら

旅
の
安
全
無
事
を
願
い
、
一
刻
も
早
い
帰
還
を
「
は
や
帰
り
来
ね
」「
は
や
帰
り
ま
せ
」
と
類
型
的
に
表
す（

４
）。

こ
れ
ら
送
別
に
際
し
て
の
歌
を
概
観
す
れ
ば
、

任
を
受
け
た
こ
と
へ
の
称
賛
、
唐
へ
の
遠
い
旅
程
、
帰
還
へ
の
願
い
に
主
眼
が
置
か
れ
る
と
わ
か
る
。
①
「
帰
ら
む
日
に
は
」
③
「
聞
こ
え
来
ば
」「
立
ち
走

り
せ
む
」
と
将
来
の
景
を
歌
う
箇
所
が
見
え
、
帰
還
へ
の
期
待
感
が
表
れ
、
ま
た
斎
戒
し
て
帰
還
を
待
ち
続
け
る
様
を
表
す
こ
と
で
残
る
者
に
焦
点
が
当
て
ら

れ
る
も
の
の
、
季
節
に
関
す
る
語
句
や
そ
の
要
素
は
表
現
上
含
ま
れ
な
い
。

　

当
該
歌
で
は
、
帰
還
に
重
点
を
置
い
て
歌
う
こ
と
、「
は
や
帰
り
ま
せ
」
と
い
っ
た
帰
還
を
待
ち
望
む
詞
章
を
含
む
こ
と
は
見
送
る
側
が
歌
う
送
別
歌
の
類

型（
５
）か

ら
外
れ
な
い
が
、
季
節
を
提
示
し
時
間
の
流
れ
を
描
き
出
す
こ
と
は
他
に
見
え
な
い
表
現
方
法
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
虫
麻
呂
独
自
の
表
現
の
工
夫

と
言
え
よ
う
。

　

以
上
季
節
表
現
を
含
む
送
別
歌
は
虫
麻
呂
に
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
左
注
に
「
八
月
十
七
日
に
東
山
・
山
陰
・
西
海
の
節
度
使
を
任
ず
。」

と
あ
り
、
明
確
に
暦
日
が
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
実
際
の
宇
合
の
任
官
の
時
期
に
即
し
て
冒
頭
の
季
節
が
据
え
ら
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
た
だ
秋
の

出
発
か
ら
春
の
帰
還
で
は
一
年
経
た
ず
の
帰
還
と
な
り
、
帰
還
の
時
期
を
春
と
定
め
る
こ
と
に
は
留
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
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二
、
宇
合
の
派
遣

　

冒
頭
の
西
海
道
へ
の
出
発
の
時
期
は
「
露
霜
の
色
づ
く
時
」
で
あ
り
、
左
注
に
示
さ
れ
た
節
度
使
の
任
命
時
期
に
よ
る
。
で
は
末
尾
の
帰
還
の
春
も
節
度
使

の
職
務
規
定
に
よ
る
も
の
か
。
宇
合
の
節
度
使
関
連
の
記
事
を
『
続
日
本
紀
』
に
見
て
い
く
。

１�

正
三
位
藤
原
朝
臣
房
前
を
東
海
・
東
山
二
道
節
度
使
と
す
。
従
三
位
多
治
比
真
人
県
守
を
山
陰
道
節
度
使
。
従
三
位
藤
原
朝
臣
宇
合
を
西
海
道
の
節
度
使
。

道
別
に
判
官
四
人
、
主
典
四
人
、
医
師
一
人
、
陰
陽
師
一
人
。

�

（
天
平
四
年
八
月
十
七
日
条
）

２
諸
道
の
節
度
使
の
請
に
依
り
て
、
駅
鈴
各
二
口
を
充
つ
。�

（
天
平
四
年
九
月
二
十
七
日
条
）

３
節
度
使
に
白
銅
の
印
を
給
ふ
。
道
別
に
一
面
。�

（
天
平
四
年
十
月
十
一
日
条
）

４
諸
道
の
節
度
使
の
事
、
既
に
訖
り
ぬ
。
是
に
、
国
司
主
典
已
上
を
し
て
そ
の
事
を
掌
り
知
ら
し
む
。

�

（
天
平
六
年
四
月
二
十
一
日
条
）

　

宇
合
が
西
海
道
の
節
度
使
と
し
て
任
じ
ら
れ
た
の
が
１
で
あ
る
。
２
が
駅
馬
利
用
の
資
格
を
証
明
す
る
た
め
の
駅
鈴
の
給
付
が
節
度
使
か
ら
請
求
さ
れ
た
と

す
る
記
事
、
３
が
白
銅
の
印
章
を
授
け
る
記
事
で
あ
り
、
印
章
を
授
か
っ
て
出
発
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
実
際
は
任
命
か
ら
出
発
ま
で
二
か
月
ほ

ど
期
間
を
空
け
る
こ
と
に
な
る
。
４
に
は
節
度
使
の
任
務
が
終
了
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
国
司
主
典
已
上
以
上
に
終
了
を
承
知
さ
せ
た
と
あ
る
か
ら
、
実
際
の

宇
合
の
帰
還
は
四
月
以
降
の
こ
と
と
な
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
他
、『
懐
風
藻
』
に
も
国
内
を
東
奔
西
走
す
る
様
を
嘆
く
、
辺
塞
詩
を
踏
ま
え
た
で
あ
ろ

う
作
が
残
る
。
西
海
道
節
度
使
に
つ
い
て
の
記
事
は
天
平
四
年
に
派
遣
さ
れ
た
も
の
の
他
、
節
度
使
派
遣
が
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
五
年
十
一
月
十
七
日
条

に
も
見
え
る
が
、
天
平
宝
字
七
年
八
月
十
八
日
条
に
廃
止
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
二
度
の
派
遣
で
廃
止
さ
れ
る
た
め
実
態
は
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。

　

そ
も
そ
も
節
度
使
は
令
外
官
で
あ
り
、
唐
の
制
度
を
も
と
に
す
る
。
大
原
良
通
氏
の
論
に
導
か
れ
な
が
ら
節
度
使
将
来
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、
養
老
元
年
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に
出
発
し
た
第
八
次
遣
唐
使
は
翌
二
年
年
に
帰
朝
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
日
本
で
初
め
て
節
度
使
が
置
か
れ
る
天
平
四
年
次
ま
で
に
遣
唐
使
の
派
遣
が
な
い
こ

と
か
ら
、
第
八
次
遣
唐
使
が
も
た
ら
し
た
官
職
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
霊
亀
二
年
八
月
二
十
日
条
の
『
続
日
本
紀
』
記
事
に
は
第
八
次
遣
唐
使
任
命
が
あ
る
。

是
の
日
、
従
四
位
下
多
治
比
真
人
県
守
を
遣
唐
押
使
と
す
。
従
五
位
上
安
倍
朝
臣
安
麻
呂
を
大
使
。
正
六
位
下
藤
原
朝
臣
馬
養
を
副
使
。
大
判
官
一
人
、

少
判
官
二
人
、
大
録
事
二
人
、
少
録
事
二
人
。

　

当
時
正
六
位
下
の
官
位
に
あ
っ
た
宇
合
が
副
使
と
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
宇
合
自
身
が
唐
に
渡
り
、
節
度
使
を
は
じ
め
と
し
た
諸
制
度
を
学
ん
で
い
た
と
想
定

で
き
る
。
遡
っ
て
霊
亀
元
年
五
月
十
四
日
条
の
詔
に
は
日
本
に
節
度
使
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
理
由
が
記
さ
れ
る
。

ま
た
、
五
兵
の
用
は
古
よ
り
尚
し
。
強
き
を
服
し
柔
き
を
懐
く
る
こ
と
、
咸
く
武
徳
に
因
る
。
今
、
六
道
の
諸
国
、
器
仗
を
営
造
す
る
こ
と
、
甚
だ
牢
固

か
ら
ず
。
事
に
臨
み
て
何
ぞ
用
ゐ
む
。

　

国
内
の
平
定
は
武
徳
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
に
、
今
の
六
道
の
諸
国
は
軍
事
力
が
不
足
し
て
い
る
と
述
べ
る
。
以
下
諸
国
を
視
察
す
る
た
め
の

按
察
使
を
派
遣
す
る
よ
う
に
計
画
せ
よ
と
続
き
、
こ
う
し
た
軍
事
力
の
充
足
を
図
る
た
め
に
按
察
使
や
節
度
使
が
日
本
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
。
軍
事

拡
充
を
目
し
て
導
入
さ
れ
た
節
度
使
の
実
際
の
職
務
は
、『
続
日
本
紀
』
天
平
四
年
八
月
二
十
二
日
条
に
詳
し
い
。

東
海
・
東
山
二
道
と
山
陰
道
等
と
の
国
の
兵
器
・
牛
馬
は
、
並
び
に
他
処
に
売
り
与
ふ
る
こ
と
得
じ
。
一
切
禁
め
断
ち
て
、
界
を
出
さ
し
む
る
こ
と
勿
れ
。

其
れ
、
常
に
公
に
進
る
牧
に
繋
ぎ
飼
ふ
牛
馬
は
、
禁
の
限
に
在
ら
ず
。
但
し
、
西
海
道
は
恒
の
法
に
依
れ
。
ま
た
、
節
度
使
の
管
れ
る
諸
国
の
軍
団
の
幕
・

釜
欠
く
る
こ
と
有
ら
ば
、
今
年
の
京
に
入
る
べ
き
官
物
を
割
き
取
り
て
価
に
充
て
、
速
か
に
塡
て
備
へ
し
め
よ
。
ま
た
四
道
の
兵
士
は
、
令
に
依
り
て
差

し
点
し
、
四
分
が
一
を
満
て
よ
。
そ
の
兵
器
は
、
旧
き
物
を
修
理
へ
。
仍
百
石
已
上
を
載
す
る
に
勝
ふ
船
を
造
れ
。
ま
た
、
便
宜
を
量
り
て
籾
を
造
り
塩
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を
焼
け
。
ま
た
筑
紫
の
兵
士
は
課
役
並
に
免
す
。
そ
の
白
丁
は
調
を
免
し
庸
を
輸
さ
し
む
。
年
の
限
の
遠
近
は
勅
の
処
分
を
聴
け
。

　

牛
馬
の
売
買
や
、
幕
張
や
釜
、
船
な
ど
に
つ
い
て
軍
団
の
設
備
補
充
や
課
役
の
減
免
に
つ
い
て
の
軍
事
力
の
拡
充
の
た
め
に
設
備
を
補
填
に
つ
い
て
勅
に
よ

り
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
敵
守
る
筑
紫
」
や
反
歌
の
「
千
万
の
軍
」
は
節
度
使
の
職
務
へ
の
敬
意
を
虫
麻
呂
が
や
や
大
仰
に
表
し
た
も
の
で
あ
り
、

西
海
道
節
度
使
は
敵
対
す
る
者
を
武
力
を
行
使
し
て
平
定
し
に
行
く
と
い
う
よ
り
も
、
軍
事
力
拡
充
や
規
定
を
設
定
す
る
た
め
の
派
遣
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

さ
て
当
該
歌
の
季
節
表
現
は
節
度
使
の
任
期
と
関
連
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
任
期
に
つ
い
て
大
原
氏
は
「
按
察
使
も
節
度
使
も
、
も
と
も
と
臨
時
に
任

命
さ
れ
、
任
務
が
終
わ
れ
ば
廃
止
さ
れ
る
使
職
で
あ
り
、
そ
の
権
限
に
よ
っ
て
臨
機
応
変
に
多
く
の
事
柄
に
対
処
で
き
る
と
い
う
特
長
を
持
っ
て
い
る
」
と
述

べ
る
。
そ
の
た
め
異
な
る
制
度
の
中
で
も
組
み
込
む
こ
と
が
容
易
に
な
る
と
い
う（

６
）。『

続
日
本
紀
』
に
は
節
度
使
の
詳
細
な
任
期
を
記
さ
な
い
。
恐
ら
く
は
任

務
が
遂
げ
ら
れ
れ
ば
役
割
も
終
了
し
て
帰
路
に
就
く
の
だ
ろ
う
。
筑
紫
に
向
か
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
か
ら
、
す
ぐ
に
帰
京
で
き
な
い
こ
と
は
容
易
に
理
解
さ

れ
、
か
つ
初
め
て
導
入
さ
れ
た
役
職
で
あ
る
こ
と
も
加
味
す
れ
ば
、
虫
麻
呂
も
宇
合
の
節
度
使
任
命
の
決
定
時
あ
る
い
は
出
立
の
時
点
で
は
な
お
さ
ら
任
務
の

終
了
時
期
ま
で
は
予
想
し
得
な
か
っ
た
だ
ろ
う（

７
）。

予
め
帰
還
の
時
期
が
わ
か
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
規
定
の
事
実
を
も
と
に
歌
う
こ
と
も
当
然
だ
が
、
令
外
官
で

あ
る
節
度
使
で
は
帰
還
の
時
期
は
推
測
し
が
た
く
、
春
に
帰
還
す
る
と
い
う
保
証
は
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
虫
麻
呂
は
、
宇
合
を
「
露
霜
の
色
づ
く
時
」

に
出
発
し
、「
冬
ご
も
り
春
さ
り
来
れ
ば
」
帰
還
す
る
と
し
て
一
年
を
経
ず
に
帰
京
す
る
か
の
よ
う
に
歌
う
。
未
定
で
あ
る
な
ら
他
の
送
別
歌
の
よ
う
に
「
は

や
帰
り
ま
せ
」
や
当
該
歌
の
「
早
く
来
ま
さ
ね
」
と
表
す
だ
け
で
事
足
り
る
の
で
は
な
い
か
。
す
る
と
、
宇
合
の
帰
還
を
春
に
据
え
る
こ
と
は
虫
麻
呂
の
空
想

と
な
ろ
う
。
一
年
を
経
ず
に
再
び
竜
田
山
に
姿
を
現
し
た
な
ら
ば
と
仮
定
し
て
歌
う
の
は
、ほ
ぼ
確
定
的
な
演
出
に
よ
る
歌
い
ぶ
り
と
い
う
よ
り
、む
し
ろ
「
早

く
来
ま
さ
ね
」
に
重
ね
て
表
現
さ
れ
る
、
宇
合
の
早
期
の
帰
還
を
願
う
意
識
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。
あ
た
か
も
予
め
決
ま
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
出
発
の
段
階
で

帰
還
の
様
相
を
歌
う
こ
と
に
虫
麻
呂
の
送
別
歌
と
し
て
の
意
図
が
あ
る
。
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三
、
帰
還
の
春

　

当
該
歌
で
は
晩
秋
の
出
発
か
ら
冬
を
経
て
春
と
一
連
の
時
間
が
描
き
出
さ
れ
、
表
現
上
は
竜
田
道
の
春
に
花
咲
き
に
ほ
ふ
、
春
に
連
想
さ
れ
る
景
が
連
ね
ら

れ
る
。
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
宇
合
の
帰
還
の
時
期
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
出
発
の
「
露
霜
の
色
づ
く
時
」
の
時
期
設
定
は
事
実
を
踏
ま
え
て
取
り
込

ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
春
の
帰
還
は
こ
う
し
た
外
的
な
要
因
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
か
ら
は
歌
中
最
も
句
を
割
く
春
の
描
写
と
帰
還
を
春
に
設
定
し

た
こ
と
の
意
味
を
、
踏
襲
さ
れ
る
表
現
と
の
関
連
か
ら
検
討
す
る
。

　

西
地
貴
子
氏
は
、
都
か
ら
筑
紫
へ
派
遣
さ
れ
る
辺
境
防
備
の
軍
士
と
し
て
の
宇
合
に
対
し
て
「
丹
つ
つ
じ
の　

薫
は
む
時
の　

桜
花　

咲
き
な
む
時
」
と
花

咲
く
頃
の
帰
還
を
願
い
歌
う
虫
麻
呂
に
は
待
つ
女
の
姿
が
重
ね
ら
れ
る
と
述
べ
る
。
辺
境
防
備
の
軍
士
を
見
送
る
女
の
嘆
き
を
表
す
辺
塞
・
閨
怨
詩
の
要
素
を

含
み
、
更
に
そ
れ
を
明
ら
か
に
さ
せ
よ
う
と
歌
の
末
尾
に
磐
姫
皇
后
や
軽
太
郎
女
の
詠
で
あ
る
、

君
が
行
き　

日
長
く
な
り
ぬ　

山
尋
ね　

迎
へ
か
行
か
む　

待
ち
に
か
待
た
む�

（
２
―
八
五
）
磐
姫
皇
后

君
が
行
き　

日
長
く
な
り
ぬ　

や
ま
た
づ
の　

迎
へ
を
行
か
む　

待
つ
に
は
待
た
じ�

（
２
―
九
〇
）
軽
太
郎
女

　

右
の
二
首
を
想
起
さ
せ
る
た
め
に
「
山
た
づ
の　

迎
へ
参
ゐ
出
む
」
と
重
ね
た
と
指
摘
す
る（

８
）。

　

当
該
歌
が
先
行
す
る
歌
や
他
散
文
作
品
の
詞
章
を
取
り
込
む
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
イ
メ
ー
ジ
を
重
層
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
意
識
が
あ

ろ
う
。
西
地
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
漢
詩
文
に
発
想
を
得
て
旅
立
つ
側
と
見
送
る
側
と
の
立
場
を
歌
い
あ
げ
る
の
だ
が
、
待
つ
女
を
装
う
姿
は
春
の
季
節
性
と

も
関
わ
り
が
見
出
せ
る
。

　

当
該
歌
に
現
れ
る
「
つ
つ
じ
」
と
「
桜
」
の
取
り
合
わ
せ
は
「
つ
つ
じ
花　

に
ほ
え
娘
子　

桜
花　

栄
え
娘
子
」
と
表
さ
れ
る
問
答
歌
（
13
―
三
三
〇
五
、

三
三
〇
九
）
と
一
致
す
る
。「
に
ほ
ふ
」
と
「
栄
ゆ
」
に
よ
り
花
の
盛
時
を
娘
子
の
若
い
盛
り
の
時
期
に
重
ね
て
比
喩
と
し
た
も
の
が
先
に
表
現
と
し
て
成
立
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
歌
も
先
行
歌
の
イ
メ
ー
ジ
を
引
き
継
ぐ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
花
と
容
色
を
結
び
付
け
る
例
は
複
数
確
認
で
き
る
。
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⑤
日
下
江
の　

入
江
の
蓮　

花
蓮　

身
の
盛
り
人　

羨
し
き
ろ
か
も�

（『
古
事
記
』
下
巻
、
雄
略
天
皇
、
九
四
番
歌
謡（

９
））

⑥�
…
天
地
の　

神
を
乞
ひ
禱
み　

い
か
に
あ
ら
む　

年
月
日
に
か　

つ
つ
じ
花　

に
ほ
へ
る
君
が　

に
ほ
鳥
の　

な
づ
さ
ひ
来
む
と 　

立
ち
て
居
て　

待
ち
け
む
人
は
…�

（『
万
葉
集
』
３
―
四
四
三
）
大
伴
三
中

⑦�

…
た
ま
き
は
る　

命
も
捨
て
て　

争
ひ
に　

妻
問
ひ
し
け
る　

処
女
ら
が　

聞
け
ば
悲
し
さ　

春
花
の　

に
ほ
え
栄
え
て　

秋
の
葉
の　

に
ほ
ひ
に
照

れ
る　

あ
た
ら
し
き　

身
の
盛
り
す
ら
…�

（『
万
葉
集
』
19
―
四
二
一
一
）
大
伴
家
持

　

⑤
は
婚
姻
の
約
束
を
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
忘
れ
ら
れ
た
赤
猪
子
が
雄
略
天
皇
と
歌
を
交
わ
す
場
面
で
、
赤
猪
子
は
年
老
い
て
天
皇
と
交
わ
り
を
成
す
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
か
ら
花
蓮
の
よ
う
に
身
が
若
く
盛
り
で
あ
る
人
を
羨
む
。
⑥
は
自
死
し
た
丈
部
竜
麻
呂
を
悼
む
歌
で
、「
つ
つ
じ
花　

に
ほ
へ
る
君
が
」
と
紅

顔
の
青
年
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
い
出
す
。
⑦
は
一
人
の
女
と
二
人
の
男
と
の
恋
愛
関
係
を
歌
う
処
女
墓
の
歌
に
追
同
す
る
歌
で
、
女
の
身
の
盛
り
を
「
春
花
の　

に
ほ
え
栄
え
て　

秋
の
葉
の　

に
ほ
ひ
に
照
れ
る
」
と
表
す
。
花
の
盛
り
を
身
の
盛
り
に
例
え
る
例
で
は
、
⑥
は
青
年
の
比
喩
だ
が
「
つ
つ
じ
」
が
見
え
、
⑦

に
「
春
花
」
が
見
え
る
こ
と
か
ら
当
該
歌
の
「
つ
つ
じ
」
と
「
桜
」
も
身
の
盛
り
の
時
期
を
表
す
た
め
に
引
き
合
い
に
出
さ
れ
た
も
の
と
捉
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

漢
詩
文
で
も
春
の
栄
え
の
時
期
を
女
の
容
色
に
例
え
る
こ
と
が
あ
り
、『
玉
台
新
詠
』
の
閨
怨
詩
に
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
小
島
憲
之
氏
は
、
虫

麻
呂
は
伝
説
歌
を
歌
う
中
で
「
中
国
的
な
表
現
の
型
を
追
」
い
、「
中
国
的
な
表
現
の
借
用
応
用
」
を
往
々
に
し
て
行
う
と
述
べ
て
お
り
、「
菟
原
處
女
墓
」（
９

―
一
八
〇
九
～
一
八
一
〇
）
に
も
中
国
的
な
表
現
が
見
ら
れ
、反
歌
の
結
び
（
一
八
一
一
）
に
『
玉
台
新
詠
』
の
詩
句
と
類
想
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
と
す
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
当
該
歌
を
作
歌
す
る
に
当
た
っ
て
も
念
頭
に
置
か
れ
た
か
、
参
照
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い（

（1
（

。

Ａ
汀
洲
採
白
蘋　

日
落
江
南
春　

洞
庭
有
帰
客　

瀟
湘
逢
故
人　

故
人
何
不
返　

春
華
復
応
晩　

不
道
新
知
樂　

且
言
行
路
遠

�

（『
玉
台
新
詠
』
巻
五
「
江
南
曲
」
柳
惲（

（1
（

）

Ｂ�

東
飛
伯
勞
西
飛
燕　

黄
姑
織
女
時
相
見　

誰
家
女
兒
對
門
居　

開
華
発
色
照
里
閭　

南
窗
北
牖
挂
明
光　

羅
幃
綺
帳
脂
粉
香　

女
兒
年
歳
十
五
六　

窈

24-11-349_008-稲見知華氏.indd   12524-11-349_008-稲見知華氏.indd   125 2025/02/13   16:30:402025/02/13   16:30:40



126

宨
無
雙
顔
如
玉　

三
春
已
暮
花
従
風　

空
留
可
憐
誰
與
同�

（『
玉
台
新
詠
』
巻
九
「
歌
辞
二
首
」 

）

　

Ａ
は
旅
人
が
夫
に
出
会
っ
た
と
言
う
の
で
、
女
が
自
分
の
夫
の
帰
ら
な
い
理
由
を
問
う
。
旅
人
は
、
夫
に
は
他
に
女
が
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
道
の
り
が
遠

い
か
ら
帰
れ
な
い
と
言
っ
て
い
る
と
伝
え
る
。
行
路
の
遠
さ
が
帰
り
の
遅
い
こ
と
の
要
因
だ
が
新
し
い
愛
人
の
有
無
を
伝
え
る
こ
と
か
ら
、
待
つ
女
が
言
っ
た

「
春
が
暮
れ
る
」
と
い
う
の
は
季
節
そ
の
も
の
が
推
移
し
、
長
い
時
間
待
た
さ
れ
る
時
間
経
過
を
い
う
ほ
か
、
待
つ
間
に
容
色
が
衰
え
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
危

惧
で
あ
り
、
夫
の
愛
情
を
失
い
か
ね
な
い
こ
と
を
含
意
す
る
。
Ｂ
は
若
く
美
し
い
女
が
男
に
嫁
が
ず
に
い
る
こ
と
に
対
し
、
盛
り
の
時
期
を
誰
と
過
ご
す
の
か

と
歌
う
。
女
の
容
色
を
花
に
重
ね
、
花
が
盛
り
で
あ
る
春
の
時
期
を
超
え
る
と
花
が
散
る
よ
う
に
容
色
も
衰
え
て
し
ま
う
と
い
う
、
相
手
の
い
な
い
女
を
歌
う

例
は
散
見
さ
れ
、
当
該
歌
が
踏
襲
し
た
問
答
も
こ
う
し
た
発
想
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

通
常
一
定
期
間
が
経
過
す
れ
ば
旅
立
っ
た
者
は
任
を
終
え
て
帰
還
し
、
も
と
の
場
所
で
家
族
と
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
季
節
が
巡
っ
て
も
帰
還

し
な
い
場
合
待
つ
側
の
苦
悩
の
要
因
と
な
る
。
春
に
な
っ
て
も
夫
が
帰
還
し
な
い
こ
と
を
嘆
く
詩
に
は
以
下
が
あ
げ
ら
れ
る
。

Ｃ�

四
時
如
湍
水　

飛
奔
競
廻
復　

夜
鳥
響
嚶
嚶　

朝
照
煜
煜　

厭
見
花
成
子　

多
看
筍
爲
竹　

萬
里
斷
音
書　

十
載
異
棲
宿　

積
愁
落
芳
鬂　

長
啼
壞
美

目　

君
去
在
楡
關　

妾
留
住
函
谷　

唯
對
昔
耶
房　

如
見
蜘
蛛
屋　

獨
與
響
相
酬　

還
将
影
自
逐　

象
牀
易
氊
簟　

羅
衣
變
單
複　

幾
度
過
風
霜　

猶

能
保
焭
獨�

（『
玉
台
新
詠
』
巻
六
「
春
怨
」
王
僧
孺
）

Ｄ�

王
關
信
使
斷　

借
問
不
相
諳　

春
光
太
無
意　

窺
窗
來
見
參　

久
與
光
音
絶　

忽
値
日
東
南　

柳
枝
皆
嬲
燕　

桑
葉
復
催
蠶　

物
色
頓
如
此　

孀
居
自

不
堪�

（『
玉
台
新
詠
』
巻
八
「
春
閨
怨
」
呉
孜
）

　

Ｃ
は
楡
關
に
行
っ
た
夫
に
対
し
、
妻
は
函
谷
に
住
ん
で
い
て
容
易
に
は
会
え
ず
、
春
に
な
っ
て
も
夫
の
帰
還
し
な
い
こ
と
を
嘆
く
。
Ｄ
で
は
夫
の
い
る
玉
門

関
か
ら
の
音
信
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
ま
ま
春
に
な
り
、
独
り
一
日
を
暮
ら
す
や
り
き
れ
な
さ
を
訴
え
る
。
こ
こ
に
女
に
仮
託
し
て
夫
と
離
れ
た
状
態
に
あ
る
嘆

24-11-349_008-稲見知華氏.indd   12624-11-349_008-稲見知華氏.indd   126 2025/02/13   16:30:402025/02/13   16:30:40



127

き
を
歌
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
西
地
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
虫
麻
呂
も
辺
塞
、
閨
怨
詩
の
要
素
を
踏
ま
え
、
待
つ
女
の
立
場
を
暗
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
春
の

つ
つ
じ
や
桜
は
女
の
容
色
を
例
え
た
も
の
で
、
待
つ
側
の
虫
麻
呂
が
女
に
成
り
代
わ
っ
て
宇
合
の
春
の
帰
還
を
歌
い
、
待
っ
て
い
る
間
に
容
色
が
衰
え
て
愛
情

が
失
わ
れ
る
こ
と
を
危
惧
す
る
女
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

　

虫
麻
呂
は
宇
合
と
の
再
会
を
春
の
竜
田
道
に
設
定
し
、
花
の
盛
り
の
な
か
宇
合
を
迎
え
よ
う
と
歌
う
。
春
の
花
々
は
先
行
歌
を
連
想
さ
せ
、
女
の
容
色
の
変

化
と
そ
れ
に
伴
う
痛
切
な
心
情
を
暗
示
さ
せ
る
。
将
来
の
春
を
詳
細
に
描
写
す
る
の
は
、
先
行
す
る
歌
や
漢
詩
文
に
発
想
を
求
め
、
辺
塞
、
閨
怨
詩
に
類
似
し

た
発
想
を
組
み
込
む
こ
と
で
、
見
送
る
側
の
再
会
を
待
ち
望
む
姿
を
描
き
出
す
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
詩
文
的
発
想
を
理
解
し
合
え
る
の
は
教
養
を

有
す
る
者
同
士
に
限
ら
れ
、
重
層
化
さ
れ
た
表
現
か
ら
虫
麻
呂
の
意
図
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
者
は
よ
り
強
く
両
者
の
結
び
つ
き
を
実
感
し
合
う
。
宇
合
は

漢
詩
に
も
明
る
く
、
当
然
趣
旨
を
理
解
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
ゆ
え
に
虫
麻
呂
の
意
図
は
伝
達
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

四
、
季
節
の
順
行

　

宇
合
の
出
発
と
帰
着
の
時
期
は
歌
中
に
「
露
霜
の
色
づ
く
時
」
と
「
冬
ご
も
り
春
」
と
表
さ
れ
る
。
こ
の
季
節
表
現
に
つ
い
て
、『
全
註
釈
』
は
「
対
句
を

多
く
使
用
し
て
、
整
然
と
事
を
叙
し
て
」
お
り
、「
極
め
て
美
し
い
対
照
」
を
な
す
も
の
で
、
虫
麻
呂
の
「
独
特
の
表
現
」
と
指
摘
す
る（

（1
（

。『
全
注
』
で
は
、「
黄

葉
に
色
づ
く
出
発
」
に
緊
張
の
色
、「
丹
つ
つ
じ
と
桜
花
さ
き
に
ほ
ふ
春
に
喜
び
の
予
祝
の
情
」
を
表
わ
し
、
全
体
の
構
成
に
無
駄
が
な
く
要
点
を
押
さ
え
た

表
現
と
し
て
評
価
し
、
作
者
の
力
量
が
成
せ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
は
季
節
の
対
を
文
飾
上
の
技
巧
の
一
つ
だ
と
捉
え
、
歌
人
虫
麻
呂
へ
の
評
価

に
集
結
さ
せ
る
指
摘
に
留
ま
る
。
こ
こ
か
ら
更
に
進
ん
だ
解
釈
を
行
っ
た
『
釋
注
』
は
、
秋
春
の
対
比
は
現
在
と
将
来
と
の
時
間
の
対
応
で
あ
り
、「
歌
の
上

の
趣
向
」
に
よ
り
っ
て
秋
に
対
す
る
春
が
持
ち
出
さ
れ
た
と
述
べ
、
季
節
の
対
比
に
時
間
の
進
行
を
見
出
す
。
そ
し
て
春
の
栄
え
の
描
写
を
宇
合
の
行
く
先
を

予
祝
す
る
意
識
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る（

（1
（

。
季
節
の
対
の
み
な
ら
ず
出
発
と
帰
還
と
の
時
間
的
な
対
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
は
『
全
注
』
や
『
釋
注
』
の
指
摘
の

通
り
で
あ
る
。
諸
注
釈
の
指
摘
を
踏
ま
え
る
と
、
季
節
表
現
に
挟
ま
れ
た
箇
所
に
も
内
容
の
ま
と
ま
り
が
見
出
せ
、
こ
こ
に
虫
麻
呂
が
想
定
し
た
宇
合
の
職
務

が
表
さ
れ
る
。
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ⅰ　

出
立
を
目
前
に
し
た
作
歌
の
現
在

　
　

�
白
雲
の　

竜
田
の
山
の　

露
霜
に　

色
付
く
時
に　

う
ち
越
え
て　

旅
行
く
君
は

ⅱ　

節
度
使
宇
合
の
職
務

　
　

�

五
百
重
山　

い
行
き
さ
く
み　

賊
守
る　

筑
紫
に
至
り　

山
の
そ
き　

野
の
そ
き
見
よ
と　

伴
の
部
を　

班
ち
遣
は
し　

山
彦
の　

応
へ
む
極
み　

た
に

ぐ
く
の　

さ
渡
る
極
み　

国
状
を　

見
し
た
ま
ひ
て　

ⅲ　

帰
還
を
予
想
し
た
将
来
の
春

　
　

�

冬
ご
も
り　

春
さ
り
行
か
ば　

飛
ぶ
鳥
の　

早
く
来
ま
さ
ね　

竜
田
道
の　

岡
辺
の
道
に　

丹
つ
つ
じ
の　

に
ほ
は
む
時
の　

桜
花　

咲
き
な
む
時
に　

や
ま
た
づ
の　

迎
へ
参
ゐ
出
む　

君
が
来
ま
さ
ば

　

ⅰ
は
出
立
を
目
前
に
し
た
作
歌
の
現
在
、
ⅱ
で
は
節
度
使
宇
合
の
職
務
を
虫
麻
呂
が
想
像
し
て
歌
う
箇
所
と
な
る
。
ⅲ
は
帰
還
を
予
想
し
た
将
来
の
春
を
歌

い
、「
早
く
来
ま
さ
ね
」「
丹
つ
つ
じ
の　

に
ほ
は
む
時
」「
桜
花　

咲
き
な
む
時
」「
や
ま
た
づ
の　

迎
へ
参
ゐ
出
む
」
と
未
然
形
接
続
の
助
動
詞
「
む
」
を
伴
っ

て
表
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
出
発
の
現
在
の
景
と
帰
還
の
未
来
の
景
が
対
比
的
に
現
れ
る
。
第
二
節
で
確
認
し
た
『
続
日
本
紀
』
天
平
四
年
八
月
二
十
二
日
条
に

は
節
度
使
の
具
体
的
な
職
務
が
記
載
さ
れ
た
が
、
ⅱ
の
詞
章
で
は
山
野
の
果
て
ま
で
も
視
察
す
る
様
子
が
表
れ
、
職
務
の
実
情
を
反
映
し
た
も
の
か
は
疑
わ
し

い
が
、
虫
麻
呂
が
他
文
献
の
詞
章
を
踏
ま
え
宇
合
の
職
務
遂
行
の
様
を
歌
う
こ
と
に
は
注
目
さ
れ
る（

（1
（

。

　
「
賊
守
る　

筑
紫
に
至
り
」
は
景
行
紀
の
日
本
武
尊
の
熊
襲
征
伐
が
想
起
さ
れ
る
。
天
皇
の
度
重
な
る
平
定
に
も
関
わ
ら
ず
熊
襲
は
服
従
し
な
い
た
め
、
日

本
武
尊
が
平
定
に
派
遣
さ
れ
る
。
日
本
武
尊
が
天
皇
に
代
わ
っ
て
九
州
国
土
の
平
定
に
京
か
ら
出
向
く
様
は
天
皇
の
権
威
を
借
り
て
本
来
天
皇
の
行
う
べ
き
職

務
を
代
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
宇
合
の
派
遣
に
重
ね
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
ま
た
「
国
状
を　

見
し
た
ま
ひ
て
」
は
、『
風
土
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
に

も
類
似
の
詞
章
が
確
認
で
き
る（

（1
（

。
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ⓐ�
鏡
坂
。
郡
の
西
に
在
り
。
昔
者
、
纏
向
の
日
代
の
宮
に
御
宇
し
し
大
足
彦
の
天
皇
、
こ
の
坂
の
上
に
上
り
、
国
形
を
御
覧
し
て
、
す
な
は
ち
勅
曰
り
た
ま

ひ
し
く
、「
こ
の
国
の
地
形
は
、
鏡
の
面
に
似
た
る
哉
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
因
り
て
鏡
坂
と
曰
ふ
。
斯
れ
そ
の
縁
な
り
。

�

（『
豊
後
国
風
土
記
』、
日
田
の
郡
）

ⓑ�

大
立
の
丘
と
称
ふ
所
以
は
、
品
太
の
天
皇
、
こ
の
丘
に
立
た
し
て
、
地
形
を
見
し
た
ま
ひ
き
。
故
れ
、
大
立
の
丘
と
号
く
。

�

（『
播
磨
国
風
土
記
』、
餝
磨
の
郡
）

ⓒ�

三
十
有
一
年
の
夏
四
月
の
乙
酉
の
朔
に
、
皇
輿
巡
幸
す
。
因
り
て
腋
上
の
嗛
間
丘
に
登
り
ま
し
て
、
国
状
を
廻
望
み
て
曰
は
く
、「
妍
哉
、
国
獲
つ
る
こ
と
。

＜

妍
哉
、
此
に
は
鞅
奈
珥
夜
と
云
ふ
。＞

内
木
綿
の
真
迮
国
と
雖
も
、
猶
し
蜻
蛉
の
臀
呫
せ
る
が
如
も
あ
る
か
も
」
と
の
た
ま
ふ
。
是
に
由
り
て
、
始
め

て
秋
津
洲
の
号
有
り
。�

　
（『
日
本
書
紀
』
巻
三
、
神
武
天
皇
）

　

天
皇
が
各
地
を
巡
行
し
土
地
や
国
の
名
づ
け
を
行
う
際
に
「
国
形
（
地
形
）
を
見
る
」「
国
状
を
廻
望
む
」
と
現
れ
る
。
奥
村
和
美
氏
に
よ
る
、
基
本
的
に

天
皇
や
そ
れ
に
準
ず
る
者
が
行
う
国
の
形
状
や
情
勢
の
視
察
を
宇
合
の
職
務
と
し
て
歌
い
、
ま
た
「
宇
合
の
行
為
に
「
見
し
た
ま
ふ
」
が
用
い
」
ら
れ
る
こ
と

も
加
わ
り
、「
天
皇
の
委
任
を
受
け
た
宇
合
は
あ
た
か
も
天
皇
か
天
皇
に
準
じ
る
者
の
よ
う
に
歌
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う
指
摘
は
肯
う
べ
き
も
の
で
あ
り（

（1
（

、
宇

合
は
公
務
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
る
事
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、筑
紫
の
視
察
は
天
皇
の
役
割
を
代
行
す
る
も
の
と
し
て
意
識
的
に
取
り
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

支
配
す
べ
き
特
定
の
土
地
に
赴
き
、
そ
の
場
所
を
平
定
す
る
こ
と
が
古
来
天
皇
の
政
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
天
皇
の
居
所
が
次
第
に
定
着

す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
天
皇
は
臣
下
の
者
に
遠
方
へ
向
か
わ
せ
、
そ
の
土
地
を
視
察
さ
せ
、
中
央
の
組
織
下
に
組
み
込
ま
せ
る
。
こ
う
し
た
天
皇
を
中
心
と

し
た
政
治
体
制
は
土
地
と
い
う
空
間
的
支
配
に
留
ま
ら
ず
、
時
間
概
念
も
天
皇
の
手
中
に
置
か
れ
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

　

新
井
栄
蔵
氏
は
古
代
日
本
の
季
節
観
を
検
討
す
る
上
で
、「
ハ
ル
タ
ツ
」
は
「
立
春
」
の
漢
語
的
発
想
を
有
し
、「
立
春
」
の
季
節
観
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、

古
代
中
国
に
お
け
る
四
時
観
に
言
及
す
る
。「
四
時
」は「
原
理
的
な
理
念
で
は
天
帝
の
、政
の
責
務
で
は
天
子
の
、政
の
実
務
で
は
四
時
の
官
す
な
わ
ち
人（
臣
）

の
建
て
定
め
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う（

（1
（

。
天
皇
の
政
に
は
国
土
平
定
の
ほ
か
、
四
時
を
建
て
暦
を
定
め
、
四
時
を
順
行
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
な
政
業
の
一
つ

で
あ
っ
た
。
虫
麻
呂
は
宇
合
の
職
務
内
容
に
他
文
献
に
見
え
る
詞
章
を
取
り
込
み
、
天
皇
の
代
行
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
宇
合
の
姿
を
描
き
出
す
。
天
皇
の
政
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業
は
土
地
の
平
定
に
限
ら
れ
な
い
。
四
時
の
順
行
は
天
皇
の
政
が
滞
り
な
く
行
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
出
発
の
時
点
で
宇
合
の
任
務
完
遂
を
予
祝
す
る
構
図

を
描
き
出
す
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
た
め
に
季
節
表
現
と
宇
合
の
職
務
内
容
と
を
同
時
に
歌
い
あ
げ
る
の
で
あ
り
、
時
間
経
過
的
連
続
性
に
よ
っ
て
並
べ
ら
れ

た
こ
と
以
上
の
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。

　

虫
麻
呂
が
冒
頭
に
配
し
た
季
節
表
現
は
諸
注
釈
に
よ
っ
て
秋
と
指
摘
さ
れ
る
が
、
明
確
に
表
さ
れ
る
春
に
対
し
て
や
や
曖
昧
な
表
現
が
と
ら
れ
る
。
改
め
て

冒
頭
の
季
節
を
確
認
す
る
。
武
智
雅
一
氏
は
「
露
霜
は
二
物
で
あ
り
な
が
ら
ひ
と
つ
の
慣
用
的
歌
語
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
」
る
と
し
、
露
と
霜
と
ど
ち
ら
を
主
と

す
る
か
に
よ
っ
て
後
続
す
る
詞
章
の
表
し
方
が
変
わ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（

（1
（

。
集
中
で
の
「
露
霜
」
の
用
例
を
見
れ
ば
、

⑧
妻
隠
る　

矢
野
の
神
山　

露
霜
に　

に
ほ
ひ
そ
め
た
り　

散
ら
ま
く
惜
し
も�

（
10
―
二
一
七
八
）
人
麻
呂
歌
集

⑨
露
霜
の　

寒
き
夕
の　

秋
風
に　

も
み
ち
に
け
り
も　

妻
梨
の
木
は�

（
10
―
二
一
八
九
）

⑩
秋
萩
の　

枝
も
と
を
を
に　

露
霜
置
き　

寒
く
も
時
は　

な
り
に
け
る
か
も�

（
10
―
二
一
七
〇
）

⑪
色
付
か
ふ　

秋
の
露
霜　

な
降
り
そ
ね　

妹
が
手
本
を　

ま
か
ぬ
今
夜
は�

（
10
―
二
二
五
三
）

　

⑧
⑨
に「
露
霜
」が
木
々
を
色
づ
か
せ
る
契
機
と
し
て
表
さ
れ
る
。
露
霜
二
つ
の
作
用
と
し
て
紅
葉
を
引
き
起
こ
す
も
の
と
さ
れ
、区
別
は
な
さ
れ
な
い
。「
露

霜
」
は
⑩
萩
の
盛
り
の
過
ぎ
る
頃
に
表
れ
る
現
象
で
葉
を
色
づ
か
せ
散
ら
す
も
の
で
、
自
然
暦
で
は
秋
晩
か
ら
初
冬
に
お
い
て
現
れ
る
現
象
で
あ
ろ
う
が
、
冬

で
は
な
く
秋
の
も
の
と
し
て
の
認
識
が
先
行
す
る
こ
と
が
⑪
に
表
れ
る
。
実
際
の
状
況
に
関
わ
ら
ず
秋
を
表
象
す
る
点
で
歌
語
化
さ
れ
て
お
り
、
露
と
霜
と
の

二
物
を
指
す
「
慣
用
的
歌
語
」
と
す
る
武
智
氏
の
説
に
首
肯
さ
れ
る
。
こ
の
起
句
は
左
注
か
ら
秋
八
月
に
節
度
使
の
任
命
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
景
の
連
想
と

し
て
持
ち
出
さ
れ
た
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
送
別
に
お
け
る
「
現
在
」
の
時
間
を
歌
い
込
ん
だ
も
の
と
な
る
。

　

当
該
歌
は
秋
春
の
順
で
あ
る
も
の
の
晩
秋
か
ら
初
冬
の
出
立
の
時
期
に
加
え
、
帰
還
を
予
想
し
た
春
の
景
を
取
り
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し

て
複
数
の
季
節
を
一
首
の
内
に
歌
い
込
む
も
の
は
少
な
く
な
い
。
掲
げ
ら
れ
る
季
節
の
順
番
に
よ
っ
て
抄
出
し
分
類
す
る
。
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Ⅰ
春
を
始
発
と
す
る
も
の

⑫�
や
す
み
し
し　

わ
ご
大
君
の　

高
知
ら
す　

吉
野
の
宮
は　

た
た
な
づ
く　

青
垣
隠
り　

川
並
の　

清
き
河
内
そ　

春
へ
に
は　

花
咲
き
を
を
り　

秋

へ
に
は　

霧
立
ち
渡
る
…　

�

（
６
―
九
二
三
）
山
部
赤
人

⑬�

山
背
の　

久
邇
の
都
は　

春
さ
れ
ば　

花
咲
き
を
を
り　

秋
さ
れ
ば　

も
み
ち
葉
に
ほ
ひ　

帯
ば
せ
る　

泉
の
川
の　

上
つ
瀬
に　

打
橋
渡
し　

淀
瀬

に
は　

浮
き
橋
渡
し　

あ
り
通
ひ　

仕
え
奉
ら
む　

万
代
ま
で
に�

（
17
―
三
九
〇
七
）
右
馬
頭
境
部
宿
禰
老
麻
呂

Ⅱ
春
を
始
発
と
し
な
い
も
の

⑭�

…
山
背
の　

鹿
脊
山
の
際
に　

宮
柱　

太
敷
き
ま
つ
り　

高
知
ら
す　

布
当
の
宮
は　

川
近
み　

瀬
の
音
ぞ
清
き　

山
近
み　

鳥
が
音
と
よ
む　

秋
さ

れ
ば　

山
も
と
ど
ろ
に　

さ
雄
鹿
は　

妻
呼
び
と
よ
め　

春
さ
れ
ば　

岡
辺
も
し
じ
に　

巌
に
は　

花
咲
き
を
を
り
…�

（
６
―
一
〇
五
〇
）

⑮�

藤
波
は　

咲
き
て
散
り
に
き　

卯
の
花
は　

今
そ
盛
り
と　

あ
し
ひ
き
の　

山
に
も
野
に
も　

ほ
と
と
ぎ
す　

鳴
き
し
と
よ
め
ば
…
（
中
略
）
…
秋
さ

ら
ば　

黄
葉
の
時
に　

春
さ
ら
ば　

花
の
盛
り
に　

か
も
か
く
も　

君
が
ま
に
ま
と　

か
く
し
こ
そ　

見
も
明
ら
め
め　

絶
ゆ
る
日
あ
ら
め
や

�

（
17
―
三
九
九
三
）
大
伴
池
主

Ⅲ
歌
中
で
の
選
択
の
結
果
を
表
わ
し
た
も
の

⑯�

冬
ご
も
り　

春
さ
り
来
れ
ば　

鳴
か
ざ
り
し　

鳥
も
来
鳴
き
ぬ　

咲
か
ざ
り
し　

花
も
咲
け
れ
ど　

山
を
し
み　

入
り
て
も
取
ら
ず　

草
深
み　

取
り

て
も
見
ず　

秋
山
の　

木
の
葉
を
見
て
は　

黄
葉
を
ば　

取
り
て
そ
し
の
ふ　

青
き
を
ば　

置
き
て
そ
嘆
く　

そ
こ
し
恨
め
し　

秋
山
そ
我
は

�

（
１
―
一
六
）
額
田
王

　

Ⅰ
⑫
は
作
歌
状
況
が
述
べ
ら
れ
な
い
が
、
吉
野
の
宮
を
土
地
を
褒
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
讃
美
す
る
。
⑬
は
「
三
香
の
原
の
新
都
を
讃
む
る
歌
」
で
あ
り
春
秋

の
景
は
変
わ
り
な
い
こ
と
、
末
永
く
こ
こ
に
仕
え
よ
う
と
歌
わ
れ
る
。
春
と
秋
と
を
対
に
す
る
場
合
は
、
春
を
最
初
に
据
え
る
例
が
大
部
分
で
あ
り
。
Ⅱ
は
や

や
特
殊
な
例
と
な
る
。
清
水
克
彦
氏
は
秋
を
最
初
に
据
え
る
⑭
を
「
古
来
の
対
句
表
現
の
型
よ
り
も
、
む
し
ろ
作
者
自
身
の
現
に
立
っ
て
い
る
時
や
所
に
即
し

た
、
そ
の
意
味
で
特
殊
な
、
個
的
な
表
現
の
方
が
重
要
視
さ
れ
る
傾
向
が
生
じ
た
」
も
の
と
捉
え
る（

（2
（

。『
続
日
本
紀
』
天
平
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日
条
に
「
大
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養
徳
恭
仁
大
宮
」
と
名
称
が
宣
言
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
新
都
の
完
成
に
近
い
季
節
が
作
歌
時
期
だ
と
想
定
で
き
る
。
⑮
は
布
勢
の
水
海
に
遊
覧
す
る

時
の
歌
で
あ
る
。
左
注
「
四
月
二
六
日
追
和
す
」
よ
り
作
歌
時
期
は
夏
で
あ
る
。
藤
波
、
卯
の
花
は
夏
を
代
表
す
る
植
物
で
あ
り
、
次
い
で
季
節
は
秋
、
春
と

続
く
。
新
京
へ
の
讃
美
と
遊
覧
の
感
慨
を
述
べ
る
も
の
と
で
歌
の
目
的
を
異
に
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
作
歌
時
期
を
起
点
と
し
て
季
節
を
配
置
し
た
も
の
と
見
ら

れ
る
。
Ⅲ
⑯
は
春
秋
競
憐
歌
で
あ
る
。
配
列
と
し
て
は
春
か
ら
秋
へ
進
行
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
歌
い
手
の
選
択
の
結
果
が
表
れ
た
も
の
で
、
他
の
春
秋
の

対
と
は
性
質
が
異
な
る
も
の
と
な
る
。

　

当
該
歌
は
Ⅱ
の
よ
う
に
作
歌
の
時
点
を
始
発
に
歌
い
あ
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
秋
春
だ
け
で
は
な
く
、
春
に
関
す
る
冬
も
季
節
を
表
す
も
の
と
捉
え
る

の
が
渡
部
修
氏
の
論
で
あ
る
。「「
冬
ご
も
り
春
」
と
い
う
表
現
は
、
冬
か
ら
春
へ
の
季
節
推
移
の
発
想
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
表
現
で
」、「
冬
ご
も
り
」
を
冠
す

る
こ
と
で
「
春
」
を
導
き
出
す
役
割
に
加
え
、「
そ
れ
一
語
で
竜
田
路
の
冬
の
景
を
表
現
す
る
役
割
を
担
い
、
ま
た
竜
田
路
の
冬
か
ら
春
へ
の
季
節
推
移
を
現

出
さ
せ
る
べ
く
選
択
さ
れ
た
一
語
」
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る（

（2
（

。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
当
該
歌
は
秋
冬
春
と
三
つ
の
季
節
を
そ
の
進
行
順
に
並
べ
て
時
間
の
経
過

を
表
し
た
も
の
と
な
ろ
う
。

　

当
該
歌
は
、
出
立
の
秋
に
始
ま
り
、
冬
を
経
て
、
帰
還
の
春
の
三
季
を
歌
い
込
む
。
古
代
中
国
に
お
い
て
季
節
を
建
て
定
め
る
こ
と
は
天
帝
の
政
の
重
要
事

で
、
や
が
て
季
節
を
順
行
さ
せ
る
こ
と
が
政
の
成
功
を
表
す
。
滞
り
な
い
四
季
の
順
行
を
出
発
の
時
点
で
歌
う
こ
と
で
天
皇
が
順
調
に
政
を
進
め
ら
れ
る
こ
と

が
示
さ
れ
、
ゆ
え
に
政
務
を
負
っ
て
派
遣
さ
れ
る
宇
合
は
、
無
事
春
に
帰
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
歌
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
虫
麻
呂
は
宇
合
の
職
務
を

想
像
に
よ
っ
て
描
き
出
し
、宇
合
は
天
皇
に
代
行
し
て
政
務
を
行
う
者
と
目
し
た
。
こ
こ
に
大
業
を
成
し
遂
げ
て
帰
還
す
る
だ
ろ
う
宇
合
を
称
賛
す
る
こ
と
で
、

献
ぜ
ら
れ
る
歌
は
予
祝
と
し
て
機
能
し
得
る
。

五
、「
さ
り
行
く
」
の
語
義

　

宇
合
帰
還
の
春
の
景
観
は
歌
中
最
も
句
を
割
い
て
表
さ
れ
る
が
、
季
節
そ
の
も
の
の
様
相
は
出
発
の
時
期
が
「
露
霜
の
色
づ
く
時
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
帰

還
の
時
期
は
季
節
名
詞
に
動
詞
を
連
ね
た
形
式
に
よ
り
「
春
さ
り
行
か
ば
」
と
表
さ
れ
る
。
こ
の
表
現
は
当
該
歌
の
他
、
同
巻
六
に
所
収
の
授
刀
寮
散
禁
歌
に
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現
れ
、
集
中
に
二
例
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。「
春
さ
れ
ば
」「
春
さ
ら
ば
」
の
活
用
の
別
は
あ
る
も
の
の
春
の
到
来
を
表
す
表
現
の
大
半
が
定
型
の
よ
う
に
表

れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
行
く
」
を
付
加
し
た
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
諸
注
釈
の
「
さ
り
行
く
」
の
語
の
解
釈
を
確
認
す
る（

（2
（

。『
古
義
』
は
「
春
に
な
り
な
ば
と
云
む
が
如
し
」
井
上
『
新
考
』
は
「
春
ガ
來
ラ
バ
」
と
注
す
る
。

ど
ち
ら
も
冬
か
ら
春
へ
の
転
換
、
春
の
到
来
の
意
に
解
し
て
い
る
。『
全
釈
』
は
「
春
ニ
ナ
ツ
テ
行
ツ
タ
ナ
ラ
バ
」
と
、
冬
か
ら
春
へ
の
ゆ
る
や
か
な
推
移
の

意
を
見
出
す
。『
全
註
釋
』
は
『
全
釈
』
の
解
釈
に
近
く
、「
さ
り
行
く
」
も
「
来
る
」
こ
と
同
義
と
し
な
が
ら
、「
春
に
な
り
行
か
ば
」
と
解
す
る
。
窪
田
『
評

釋
』
で
も
「
行
く
」
と
「
来
る
」
と
を
同
義
と
し
、「
さ
る
」
に
季
節
の
推
移
の
意
を
見
出
し
「
春
が
来
た
な
ら
ば
」
と
春
の
到
来
の
意
と
捉
え
る
も
の
の
、「
行

く
」
と
「
来
る
」
の
動
詞
の
語
義
の
差
異
に
拘
る
こ
と
な
く
「
当
時
の
語
法
」
と
し
て
結
ん
で
い
る
。
先
の
季
節
と
の
連
続
を
意
識
し
つ
つ
も
来
た
る
春
へ
の

緩
や
か
な
推
移
に
よ
っ
て
春
の
到
来
と
解
釈
す
る
こ
と
で
諸
注
概
ね
一
致
し
て
い
る
。「
春
さ
り
行
く
」
は
続
く
歌
詞
に
桜
や
つ
つ
じ
の
咲
く
竜
田
道
の
光
景

が
現
れ
る
こ
と
か
ら
、春
の
到
来
を
表
さ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
「
行
く
」「
来
る
」
は
動
作
と
し
て
は
ど
ち
ら
も
移
動
を
表
す
点
で
共
通
し
て
い
る
が
、

移
動
の
始
発
を
示
す
の
か
、
到
達
に
重
点
を
置
い
て
示
す
の
か
の
差
異
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ゆ
え
に
付
加
さ
れ
る
動
詞
を
同
一
視
す
る
こ
と
に
は
慎
重
に
な
る
べ

き
で
あ
る
。

　
「
さ
り
行
く
」
の
「
さ
る
」
の
語
義
は
先
に
窪
田
『
評
釋
』
が
季
節
推
移
の
意
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
に
触
れ
た
が
、
徳
田
浄
氏
の
説
が
ほ
ぼ
通
説
と
さ

れ
て
い
る
。
徳
田
氏
は
「
さ
る
」
の
中
心
的
な
意
義
は
移
動
進
行
に
あ
る
も
の
と
す
る
。「
さ
る
」
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
る
季
節
の
前
の
時
間
に
あ
る
時
に
、

提
示
さ
れ
る
季
節
へ
の
進
行
を
表
わ
す
も
の
と
捉
え
て
い
る（

（2
（

。「
さ
る
」
が
多
く
「
来
る
」
や
「
至
る
」
と
意
訳
さ
れ
る
の
は
歌
い
手
の
視
点
の
介
在
に
よ
る
。

時
間
の
移
動
進
行
は
直
線
的
不
可
逆
的
に
流
れ
る
も
の
で
進
行
す
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、
歌
い
手
が
介
在
す
れ
ば
歌
い
手
の
も
と
に
特
定
の
時
間
が
到
達
し
、

「
来
る
」「
至
る
」
あ
る
い
は
「
そ
の
季
節
に
な
る
」
と
解
さ
れ
、
歌
い
手
の
も
と
を
離
れ
て
行
け
ば
「
過
ぎ
る
」
の
意
に
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま

え
つ
つ
、
次
に
複
合
化
さ
れ
た
動
詞
「
行
く
」
の
意
義
を
考
え
る
。

　

集
中
に
複
合
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
行
く
」
の
用
例
を
確
認
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
大
別
で
き
る
。
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⑴
空
間
の
移
動

⑰
古
に　

恋
ふ
る
鳥
か
も　

ゆ
づ
る
は
の　

御
井
の
上
よ
り　

鳴
き
渡
り
行
く�

（
２
―
一
一
一
）
弓
削
皇
子

⑱
真
土
山　

夕
越
え
行
き
て　

廬
前
の　

角
太
河
原
に　

ひ
と
り
か
も
寝
む�

（
３
―
二
九
八
）
春
日
蔵
首
老

⑲�

越
の
海
の　

角
鹿
の
浜
ゆ　

大
船
に　

真
梶
貫
き
下
ろ
し　

い
さ
な
と
り　

海
路
に
出
で
て　

あ
へ
き
つ
つ　

我
が
漕
ぎ
行
け
ば
…

�

（
３
―
三
六
六
）
笠
朝
臣
金
村

⑵
時
の
進
行

⑳
住
吉
の　

遠
里
小
野
の　

ま
榛
も
ち　

摺
れ
る
衣
の　

盛
り
過
ぎ
行
く�

（
７
―
一
一
五
六
）

㉑
妻
恋
に　

鹿
鳴
く
山
辺
の　

秋
萩
は　

露
霜
寒
み　

盛
り
過
ぎ
行
く�

（
８
―
一
六
〇
〇
）
石
川
朝
臣
広
成

㉒
秋
萩
の　

散
り
過
ぎ
行
か
ば　

さ
雄
鹿
は　

わ
び
鳴
き
せ
む
な　

見
ず
は
と
も
し
み�

（
10
―
二
一
五
二
）

㉓
秋
萩
の　

下
葉
の
黄
葉　

花
に
継
ぎ　

時
過
ぎ
行
か
ば　

後
恋
ひ
む
か
も�

（
10
―
二
二
〇
九
）

㉔
も
み
ち
葉
は　

今
は
う
つ
ろ
ふ　

我
妹
子
が　

待
た
む
と
言
ひ
し　

時
の
経
行
け
ば�

（
15
―
三
七
一
三
）
遣
新
羅
使
人
等

　

⑴
⑰
は
鳥
の
飛
び
行
く
様
、
⑱
は
旅
の
道
行
を
表
わ
す
。
⑲
は
海
に
乗
り
出
し
て
漕
い
で
い
く
こ
と
を
歌
い
、
複
合
動
詞
化
さ
れ
る
「
行
く
」
は
人
や
動
物

な
ど
一
般
の
空
間
的
な
移
動
を
表
わ
す
も
の
と
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
歌
い
手
の
眼
前
、
歌
わ
れ
る
に
あ
た
っ
て
特
定
さ
れ
た
場
所
か
ら
の
移
動
を
言

う
も
の
で
あ
り
、移
動
の
瞬
間
の
み
で
は
な
く
眼
前
で
動
作
が
起
こ
っ
て
か
ら
移
り
去
っ
て
ゆ
く
様
子
を
表
し
た
、や
や
時
間
幅
の
あ
る
語
と
解
さ
れ
る
。
よ
っ

て
⑴
は
背
後
に
時
間
の
経
過
も
内
包
し
つ
つ
、
移
動
を
表
わ
す
も
の
と
ま
と
め
ら
れ
る
。

　

⑵
で
は
一
定
の
時
期
が
経
過
し
て
い
く
場
合
に
用
い
ら
れ
る
動
詞
の
例
が
主
と
な
る
。
⑳
㉑
「
盛
り
過
ぎ
行
く
」
は
最
も
良
い
、
適
し
た
時
期
が
移
ろ
う
こ

と
、㉒
は
、秋
萩
が
散
り
さ
雄
鹿
が
鳴
く
と
い
う
秋
の
深
ま
っ
て
い
く
様
が
表
さ
れ
、盛
り
過
ぎ
行
く
に
類
し
た
表
現
と
し
て
時
の
進
行
を
表
す
。
㉓
㉔
は
「
時

過
ぎ
行
く
」「
時
経
行
く
」
と
、
時
の
進
行
の
様
相
が
語
句
に
顕
著
現
れ
る
。
㉓
は
下
葉
の
紅
葉
が
花
の
開
花
に
次
い
で
起
こ
る
こ
と
を
段
階
的
に
表
し
、
㉔

は
葉
が
移
ろ
う
の
を
見
て
我
妹
子
と
約
束
し
て
い
た
は
ず
の
時
間
が
過
ぎ
た
こ
と
に
気
づ
く
歌
で
あ
る
。「
過
ぎ
る
」「
経
る
」
に
留
ま
ら
ず
、「
行
く
」
が
付
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加
さ
れ
る
こ
と
で
、時
間
の
進
行
方
向
が
明
ら
か
に
な
り
よ
り
経
過
の
意
味
合
い
が
強
く
表
れ
る
。
⑵
に
は
空
間
の
移
動
こ
そ
表
れ
な
い
が
、「
盛
り
過
ぎ
行
く
」

の
よ
う
に
あ
る
一
時
点
を
中
心
と
し
つ
つ
、
そ
の
先
を
含
め
た
時
間
の
進
行
が
表
さ
れ
る
。「
～
行
く
」
で
空
間
の
移
動
が
な
い
場
合
、
主
に
時
間
が
経
過
す

る
意
を
表
わ
す
こ
と
に
な
る
が
、「
行
く
」
の
要
素
を
含
む
こ
と
で
不
可
逆
的
な
時
間
の
進
行
、
現
在
眼
前
に
あ
る
状
態
か
ら
物
質
の
変
化
に
伴
う
時
の
経
過

の
意
が
表
れ
る
。
こ
れ
は
歌
い
手
の
体
感
す
る
時
間
と
不
可
分
な
表
現
で
あ
り
、
特
定
の
時
期
を
過
ぎ
て
の
後
ま
で
を
含
む
経
過
的
な
意
味
が
備
え
ら
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
全
註
釈
』
や
『
評
釈
』
が
「
さ
り
行
く
」
が
「
来
る
」
こ
と
と
同
義
と
述
べ
て
い
た
が
、同
義
で
あ
る
な
ら
ば
わ
ざ
わ
ざ
別
の
表
現
を
用
い
る
必
要
は
な
く
、

定
型
と
し
て
同
じ
表
現
を
使
っ
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、「
春
の
来
た
ら
ば
」
な
ど
と
は
言
わ
ず
、「
さ
り
行
か
ば
」
と
す
る
の
は
や
は

り
「
来
る
」
と
は
別
の
意
義
を
有
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
複
合
動
詞
「—

来
る
」
は
以
下
三
つ
に
大
別
で
き
る
。

㈠
空
間
の
移
動

㉕
筑
波
嶺
を　

外
の
み
見
つ
つ　

あ
り
か
ね
て　

雪
消
の
道
を　

な
づ
み
来
る
か
も�

（
３
―
三
八
三
）
丹
比
真
人
国
人

㉖
伊
勢
の
海
ゆ　

鳴
き
来
る
鶴
の　

音
ど
ろ
も　

君
が
聞
こ
さ
ば　

我
恋
ひ
め
や
も�

（
11
―
二
八
〇
五
）

㈡
事
態
の
始
発
・
進
行

㉗
夕
さ
ら
ば　

潮
満
ち
来
な
む　

住
吉
の　

浅
香
の
浦
に　

玉
藻
刈
り
て
な�

（
２
―
一
二
一
）
弓
削
皇
子

㉘
苦
し
く
も　

降
り
来
る
雨
か　

三
輪
の
崎　

狭
野
の
渡
り
に　

家
も
あ
ら
な
く
に�

（
３
―
二
六
五
）
長
忌
寸
奥
麻
呂

㈢
時
の
継
続

㉙
玉
桙
の　

道
に
出
で
立
ち　

別
れ
来
し　

日
よ
り
思
ふ
に　

忘
る
時
な
し�

（
12
―
三
一
三
九
）

㉚�

…
人
は
し
も　

満
ち
て
あ
れ
ど
も　

君
は
し
も　

多
く
い
ま
せ
ど　

行
き
向
か
ふ　

年
の
緒
長
く　

仕
へ
来
し　

君
の
御
門
を　

天
の
ご
と　

仰
ぎ
て

見
つ
つ　

恐
け
ど　

思
ひ
頼
み
て
…�

（
13
―
三
三
二
四
）
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㈠
㉕
で
は
難
渋
し
な
が
ら
や
っ
て
来
る
、
㉖
鶴
が
鳴
き
な
が
ら
飛
ん
で
来
る
こ
と
な
ど
移
動
し
て
特
定
の
場
所
あ
る
い
は
歌
い
手
が
知
覚
で
き
る
範
囲
に
到

達
す
る
こ
と
を
表
わ
す
。
㈡
㉗
は
潮
が
満
ち
て
く
る
、
㉘
雨
が
降
っ
て
く
る
な
ど
事
態
の
始
発
や
状
態
の
進
行
が
現
れ
、
㈢
㉙
は
別
れ
て
来
た
日
を
起
点
と
し

て
今
も
な
お
忘
れ
る
こ
と
が
な
い
、あ
る
い
は
㉚
に
長
年
仕
え
て
き
た
と
い
う
、時
や
状
態
の
継
続
が
表
れ
る
。「
行
く
」
が
時
間
の
経
過
を
表
す
の
に
対
し
て
、

㈢
の
「
―
来
る
」
は
現
在
ま
で
の
時
の
継
続
が
表
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
歌
い
手
の
現
在
の
時
を
中
心
と
し
て
、
現
在
に
到
達
す
る
の
が
「
―
来
る
」、
現

在
か
ら
将
来
に
向
か
う
の
が
「
―
行
く
」
で
表
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
両
語
は
反
対
の
時
間
の
進
行
方
向
を
表
す
も
の
と
な
る
。

　
「
行
く
」
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
で
経
過
的
な
時
間
の
様
相
が
顕
著
に
表
れ
る
の
が
授
刀
寮
散
禁
歌
で
あ
る
。

ま
葛
延
ふ　

春
日
の
山
は　

う
ち
な
び
く　

春
さ
り
行
く
と　

山
峡
に　

霞
た
な
び
き　

高
円
に　

う
ぐ
ひ
す
鳴
き
ぬ　

も
の
の
ふ
の　

八
十
伴
の
男
は　

雁
が
ね
の　

来
継
ぐ
こ
の
こ
ろ　

か
く
継
ぎ
て　

常
に
あ
り
せ
ば　

友
並
め
て　

遊
ば
む
も
の
を　

馬
並
め
て　

行
か
ま
し
里
を　

待
ち
か
て
に　

我
が

せ
し
春
を　

か
け
ま
く
も　

あ
や
に
恐
く　

言
は
ま
く
も　

ゆ
ゆ
し
く
あ
ら
む
と　

あ
ら
か
じ
め　

か
ね
て
知
り
せ
ば　

千
鳥
鳴
く　

そ
の
佐
保
川
に　

岩
に
生
ふ
る　

菅
の
根
取
り
て　

し
の
ふ
草　

祓
へ
て
ま
し
を　

行
く
水
に　

み
そ
ぎ
て
ま
し
を　

大
君
の　

命
恐
み　

も
も
し
き
の　

大
宮
人
の　

玉

桙
の　

道
に
も
出
で
ず　

恋
ふ
る
こ
の
こ
ろ�

（
６
―
九
四
八
）

　

集
中
の
「
さ
り
行
く
」
は
い
ず
れ
も
「
春
」
に
続
く
。
先
に
複
合
動
詞
「—

行
く
」「—

来
る
」
の
表
す
時
間
経
過
の
方
向
を
確
認
し
た
が
、
授
刀
寮
散
禁

歌
で
は
並
べ
ら
れ
る
景
物
か
ら
も「—

行
く
」が
時
間
の
進
行
を
表
す
も
の
だ
と
判
断
で
き
る
。「
ま
葛
延
ふ　

春
日
の
山
は　

う
ち
な
び
く　

春
さ
り
行
く
と
」

に
続
き
、
多
く
春
の
到
来
の
時
期
と
取
り
合
わ
さ
れ
る
霞
に
始
ま
り
、
う
ぐ
い
す
が
鳴
き
、
晩
春
に
雁
が
帰
る
頃
と
い
う
よ
う
に
、
春
が
次
第
に
深
ま
っ
て
い

く
様
相
が
看
取
さ
れ
、
こ
こ
に
時
の
経
過
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
春
に
な
っ
て
そ
の
状
態
が
進
行
し
て
い
っ
た
こ
と
を
表
わ
す
の
が
「
春
さ
り
行

く
と
」
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
春
到
来
の
一
時
点
を
表
わ
す
に
留
ま
ら
ず
、
そ
こ
か
ら
経
験
的
に
知
り
得
て
容
易
に
想
像
で
き
る
ほ
ぼ
確
定
的
な
春
の
時
間

を
予
想
し
た
春
の
景
を
表
し
、「
春
さ
り
行
く
」
は
、
先
々
の
時
間
を
含
蓄
す
る
動
詞
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
。

　

以
上
か
ら
、
当
該
歌
の
「
春
さ
り
行
か
ば
」
は
「
さ
る
」
は
時
間
の
移
動
進
行
の
意
を
中
心
と
し
て
「
行
く
」
を
付
加
し
時
間
の
経
過
を
表
わ
す
た
め
、「
さ
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り
行
く
」
と
な
る
と
、「
露
霜
の
色
づ
く
時
」
の
歌
い
手
の
現
在
か
ら
、
帰
還
を
予
想
し
た
「
春
」
ま
で
を
連
続
し
た
一
続
き
の
時
間
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
出

立
の
時
点
で
春
の
景
に
囲
ま
れ
て
任
務
を
完
遂
し
て
帰
還
す
る
こ
と
を
保
証
す
る
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
さ
り
行
く
」
が
表
す
の
は
、
季
節
の
循
環

の
中
、
毎
年
現
れ
る
季
節
の
到
来
と
、
歌
い
手
の
現
在
か
ら
そ
の
先
の
光
景
ま
で
も
照
射
す
る
、
当
然
あ
る
べ
き
未
来
の
光
景
な
の
で
あ
る
。

む
す
び
に

　

当
該
歌
は
宇
合
の
西
海
道
節
度
使
に
派
遣
さ
れ
る
時
に
披
露
さ
れ
た
高
橋
虫
麻
呂
作
歌
で
あ
る
。
宇
合
の
実
際
の
出
発
の
時
期
は
『
続
日
本
紀
』
に
明
ら
か

で
、
冒
頭
の
「
露
霜
の
色
づ
く
時
」
と
い
う
時
期
設
定
は
お
お
よ
そ
事
実
に
基
づ
い
て
据
え
ら
れ
て
い
る
。
対
す
る
帰
還
の
時
期
は
、
節
度
使
が
臨
時
の
官
職

で
あ
る
た
め
判
然
と
し
な
い
。
虫
麻
呂
は
定
か
で
な
い
帰
還
の
時
期
を
春
に
据
え
、
一
年
経
た
ず
に
任
を
終
え
て
帰
還
す
る
と
歌
う
。
公
務
の
官
人
を
送
る
歌

の
類
型
と
し
て
早
期
の
帰
還
が
第
一
の
願
い
と
な
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
が
、
帰
還
の
時
期
が
不
明
で
あ
れ
ば
他
の
送
別
歌
の
よ
う
に
特
定
の
時
期
を
歌
わ
な

い
方
法
も
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
虫
麻
呂
が
春
に
宇
合
の
帰
還
を
据
え
た
の
は
、
虫
麻
呂
の
作
意
で
あ
る
。

　

歌
中
の
春
の
描
写
は
、「
桜
」「
つ
つ
じ
」
と
特
定
の
植
物
が
「
咲
き
に
ほ
ふ
」
様
に
表
れ
る
。
こ
れ
は
先
行
す
る
問
答
歌
の
盛
り
を
迎
え
た
「
娘
子
」
に
冠

す
る
も
の
で
あ
る
。
春
は
女
の
盛
り
の
時
期
で
あ
り
、
そ
れ
を
過
ぎ
れ
ば
老
い
衰
え
て
し
ま
い
、
同
時
に
夫
の
愛
情
を
失
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
閨
怨
詩
に

類
似
の
発
想
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
春
に
な
れ
ば
「
迎
へ
参
ゐ
出
む
」
と
歌
う
の
は
、
容
色
が
衰
え
ぬ
う
ち
に
再
会
を
切
望
す
る
心
情
を
想
起
さ
せ
る
。
待
つ

女
の
姿
を
仄
め
か
す
こ
と
で
、
待
つ
側
の
虫
麻
呂
の
存
在
が
一
挙
に
立
ち
現
れ
て
来
る
。
待
つ
側
の
孤
独
は
悲
嘆
に
収
束
せ
ず
、
竜
田
道
で
上
官
宇
合
を
奉
迎

す
る
虫
麻
呂
自
身
の
姿
に
転
換
し
、
帰
還
の
春
の
光
景
を
際
立
た
せ
る
。

　

冒
頭
の
晩
秋
か
ら
冬
、
春
と
連
続
し
て
複
数
表
れ
る
季
節
表
現
は
、
古
代
中
国
に
お
い
て
帝
が
季
節
を
建
て
定
め
る
こ
と
が
政
の
重
要
事
と
さ
れ
、
や
が
て

季
節
の
順
行
が
政
の
成
功
を
表
す
も
の
と
さ
れ
る
発
想
に
重
ね
ら
れ
る
。
こ
こ
に
宇
合
の
恙
な
い
任
務
遂
行
を
願
う
意
図
が
見
出
せ
る
。
歌
わ
れ
る
節
度
使
と

し
て
の
宇
合
は
、
天
皇
の
権
威
を
負
っ
て
派
遣
さ
れ
た
、
い
わ
ば
天
皇
の
代
行
者
た
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
、
勇
猛
な
軍
士
た
る
宇
合
へ
の
讃
美
と
な
ろ
う
。

末
尾
の
「
春
さ
り
行
か
ば
」
に
表
さ
れ
る
帰
還
の
様
相
は
、
待
つ
側
で
あ
る
虫
麻
呂
と
旅
立
つ
宇
合
と
の
時
間
の
継
続
を
強
調
す
る
も
の
と
も
な
り
得
、
宇
合
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出
立
か
ら
帰
還
、
虫
麻
呂
の
奉
迎
ま
で
の
一
連
の
時
間
が
顕
在
化
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
当
該
歌
は
宇
合
を
称
賛
し
壮
行
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
な
が
ら
、
送
別
歌
と
し
て
は
類
を
見
な
い
季
節
表
現
を
取
り
入
れ
、
待
つ
側
虫
麻
呂
と
旅

立
つ
宇
合
と
の
紐
帯
を
表
す
も
の
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

注

（
１
）『
万
葉
集
』
の
引
用
は
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
東
野
治
之
校
注
・
訳
『
萬
葉
集
①
～
④
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
６
～
９
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
九
月
～
一
九
九
六
年
八
月
）

に
よ
る
。

（
２
）
金
井
清
一
氏
は
「
公
的
な
場
で
御
製
発
表
を
伴
う
節
度
使
送
別
の
儀
礼
的
行
事
が
あ
っ
た
」
こ
と
は
西
海
道
節
度
使
送
別
の
虫
麻
呂
作
歌
に
続
き
、
天
皇
御
製
歌
が
並
ぶ
と
い
う

配
列
か
ら
想
定
し
う
る
も
の
と
す
る
が
、
集
中
に
は
虫
麻
呂
の
歌
の
み
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
公
的
な
歌
人
と
し
て
節
度
使
を
送
別
し
た
の
で
は
な
く
、
私
的
な
関
係
に
お

い
て
宇
合
を
送
別
し
た
」
と
作
歌
の
場
を
推
定
し
て
い
る
。（「
高
橋
虫
麻
呂
と
藤
原
宇
合
」（『
国
文
學 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
二
三
巻
第
五
号
））

（
３
）「
丁
亥
、
従
四
位
上
多
治
比
真
人
広
成
を
遣
唐
大
使
と
し
、
従
五
位
下
中
富
朝
臣
名
代
を
副
使
と
す
。」（『
続
日
本
紀
』
天
平
四
年
八
月
十
七
日
条
）
と
あ
る
。『
続
日
本
紀
』
の
引

用
は
青
木
和
夫
・
稲
岡
耕
二
・
笹
山
晴
生
・
白
藤
禮
幸
校
注
『
続
日
本
紀
一
～
二
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
12
～
13
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
三
月
～
一
九
九
〇
年
九
月
）
に

よ
る
。

（
４
）
天
平
五
年
の
入
唐
使
に
贈
る
歌
は
他
に
「
天
平
五
年
癸
酉
、
遣
唐
使
の
船
難
波
を
発
ち
て
海
に
入
る
時
に
、
親
母
の
子
に
贈
る
歌
一
首
并
せ
て
短
歌
」（
９
―
一
七
九
〇
、

一
七
九
一
）、「
天
平
五
年
、
入
唐
使
に
贈
る
歌
并
せ
て
短
歌 

作
主
未
詳
な
り
」（
19
―
四
二
四
五
）
な
ど
が
あ
る
。
斎
戒
し
て
旅
立
つ
者
の
安
全
無
事
を
祈
る
内
容
が
共
通
し
て
表

れ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
季
節
に
関
連
す
る
表
現
は
見
え
な
い
。

（
５
）
当
該
歌
の
よ
う
に
送
別
に
際
し
て
歌
わ
れ
る
、
残
さ
れ
る
側
か
ら
の
歌
は
、
公
務
を
負
っ
て
旅
に
出
る
夫
を
家
に
い
る
妻
が
案
じ
る
形
で
集
中
に
散
見
さ
れ
る
。
独
り
旅
行
く
夫

の
辛
さ
が
助
動
詞
「
ら
む
」
を
用
い
て
表
さ
れ
る
と
い
う
類
型
を
有
す
る
と
並
木
宏
衛
「
万
葉
集
巻
一
伊
勢
行
幸
時
歌
群
―
行
幸
時
歌
に
つ
い
て
―
」（『
野
州
国
文
学
』
第
二
二
巻
、

一
九
七
八
年
十
月
）、
上
野
理
「
留
京
三
首
―
留
守
歌
の
系
譜
と
流
離
の
歌
枕
―
」（『
人
麻
呂
の
作
歌
活
動
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）
ら
に
指
摘
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
「
留
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守
歌
」
の
多
く
は
、
女
性
仮
託
に
よ
り
孤
独
感
、
断
絶
感
が
表
さ
れ
る
（
高
松
寿
夫
「
初
期
万
葉
の
生
成
と
羈
旅
―
〈
留
守
歌
〉
の
発
生
・
展
開
・
消
滅
―
」（『
上
代
和
歌
史
の
研

究
』
新
典
社
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、
初
出
：『
上
代
文
学
』
第
七
二
号
、
一
九
九
四
年
三
月
））。
こ
の
点
で
は
当
該
歌
が
待
つ
女
の
歌
の
詞
章
を
取
り
込
む
こ
と
で
、
不
完
全
な
が

ら
も
一
部
の
女
性
仮
託
を
行
っ
て
宇
合
の
帰
還
を
待
ち
わ
び
る
姿
勢
が
表
れ
る
と
も
言
え
留
守
歌
の
類
型
に
近
い
も
の
と
も
思
わ
れ
る
が
、
題
詞
よ
り
当
該
歌
の
主
眼
は
宇
合
の
壮

行
に
あ
り
、
惜
別
の
念
や
孤
独
、
断
絶
感
を
表
面
化
さ
せ
る
意
図
は
見
出
し
が
た
く
、
留
守
歌
と
は
区
別
し
て
お
き
た
い
。
な
お
佐
々
木
信
綱
編
『
分
類
万
葉
集
』（
岩
波
書
店
、

一
九
三
〇
年
九
月
）
で
は
当
該
歌
や
続
く
天
皇
御
製
歌
（
６
―
九
七
三
～
九
七
四
）、
入
唐
使
に
贈
る
歌
（
１
―
六
二
、８
―
一
四
五
三
～
一
四
五
五
）
を
「
送
別
」
と
分
類
し
、
そ

れ
と
は
別
に
「
留
守
」
の
項
目
を
立
て
て
お
り
、
両
者
を
区
分
し
て
い
る
。

（
６
）
大
原
良
通
「
唐
の
節
度
使
と
日
本
の
遣
唐
使
」（『
史
泉
』
第
七
七
号
、
一
九
九
三
年
三
月
）

（
７
）
節
度
使
の
行
路
に
つ
い
て
、大
森
亮
尚
「
西
海
道
節
度
使
の
旅
―
萬
葉
集
六
二
一
・
六
二
二
歌
に
そ
っ
て
―
」（『
山
手
国
文
論
攷
』
９
、一
九
八
八
年
三
月
）
は
、西
海
道
行
き
は
『
続

日
本
紀
』
天
平
四
年
八
月
二
二
日
条
に
多
量
の
物
資
を
載
積
可
能
な
船
の
建
造
の
発
注
が
あ
り
、
こ
れ
を
用
い
た
も
の
と
す
る
。
一
行
の
旅
は
「
難
波
の
湊
か
ら
瀬
戸
内
海
を
西
下

す
る
水
行
」
と
し
、
船
の
準
備
期
間
に
八
か
月
を
要
し
、
天
平
五
年
閏
三
月
二
五
日
前
後
に
出
発
、
天
平
五
年
十
二
月
末
に
帰
還
し
た
も
の
と
推
測
す
る
。
ま
た
『
延
喜
式
』
巻
第

二
四 

主
計
寮
上
で
は
都
か
ら
大
宰
府
ま
で
は
上
り
約
一
か
月
、
下
り
二
週
間
、
海
路
で
は
一
か
月
、
大
宰
府
か
ら
先
の
大
隅
・
薩
摩
国
ま
で
は
更
に
上
り
十
二
日
、
下
り
六
日
費

や
す
た
め
（
虎
尾
俊
哉
編
『
訳
注
日
本
史
料 

延
喜
式
』
下
、
集
英
社
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
）、
容
易
に
往
還
し
難
い
こ
と
は
承
知
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

（
８
）
西
地
貴
子
「
高
橋
虫
麻
呂
の
辺
塞
歌
」（『
福
岡
女
学
院
大
学
紀
要
（
人
文
学
部
編
）』
第
十
五
巻
、
二
〇
〇
五
年
二
月
）

（
９
）『
古
事
記
』
の
引
用
は
、
山
口
佳
紀
、
神
野
志
隆
光
校
注
・
訳
『
古
事
記
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
１
、
小
学
館
、
一
九
九
七
年
六
月
）
に
よ
る
。

（
10
）
小
島
憲
之
「
伝
説
歌
の
表
現
」『
上
代
日
本
と
中
国
文
学 

中
―
出
典
論
を
中
心
と
す
る
比
較
文
學
的
考
察
―
』
第
八
章
第
三
節
（
塙
書
房
、一
九
八
六
年
一
月
、初
版
一
九
六
四
年
）

（
11
）『
玉
台
新
詠
』
の
引
用
は
（
陳
）
徐
陵
編
・（
清
）
吴
兆
宜
注
・（
清
）
程
琰
刪
補
・
穆
克
宏
點
校
『
玉
臺
新
詠
箋
注
』
上
册
、
下
册
（
中
國
古
典
文
學
基
本
叢
書
、
中
華
書
局
、

一
九
八
五
年
六
月
）
に
よ
る
。

（
12
）
武
田
祐
吉
『
増
訂 

萬
葉
集
全
註
釋 

六
』
巻
の
六
・
七
（
角
川
書
店
、
一
九
五
六
年
十
二
月
）

（
13
）
吉
井
巖
『
萬
葉
集
全
注 

六
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
四
年
、
九
月
）

（
14
）
伊
藤
博
『
萬
葉
集
釋
注 

三
』（
集
英
社
、
一
九
九
六
年
五
月
）
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（
15
）
中
西
進
氏
は
「
山
彦
の　

応
へ
む
極
み　

谷
蟇
の　

さ
渡
る
極
み
」
が
祝
詞
や
『
高
橋
氏
文
』
に
見
え
、
集
中
で
は
憶
良
が
使
用
し
て
い
る
詞
章
で
あ
る
こ
と
、「
山
た
づ
の　

迎

へ
参
出
む
」
が
巻
二
冒
頭
や
『
古
事
記
』
に
磐
姫
の
歌
と
し
て
見
え
る
こ
と
か
ら
、「
旅
立
つ
宇
合
に
お
く
る
言
ほ
ぎ
の
歌
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
（「
風
景
の
幻
想
」『
中
西
進
著

作
集 
』
第
二
十
七
巻
、
四
季
社
、
二
〇
一
〇
年
五
月
（
初
出
：「
旅
に
棲
む 

高
橋
虫
麻
呂
論
」
角
川
書
店
、
一
九
八
五
年
四
月
））。

（
16
）『
風
土
記
』、『
日
本
書
紀
』
の
引
用
は
以
下
に
よ
る
。
植
垣
節
也
校
注
・
訳
『
風
土
記
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 

５
、
小
学
館
、
一
九
九
七
年
十
月
）、
小
島
憲
之
・
直
木
孝

次
郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・
毛
利
正
守
校
注
・
訳
『
日
本
書
紀
①
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
２
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
三
月
）

（
17
）
奥
村
和
美
「
龍
田
の
曲
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
八
七
巻
第
十
一
号
、二
〇
一
〇
年
十
一
月
）。
ま
た
小
田
芳
寿
氏
は
「
五
百
重
山　

い
行
き
さ
く
み
～
国
形
を　

見
し
た
ま
ひ
て
」

ま
で
を
「
西
海
道
節
度
使
の
任
務
の
具
体
に
基
づ
い
た
誇
張
表
現
を
用
い
て
、
赴
任
先
の
職
務
内
容
を
積
極
的
に
歌
い
」、
宇
合
へ
の
称
賛
を
表
す
と
捉
え
る
（「
天
平
四
年
西
海
道

節
度
使
を
見
送
る
歌
」（『
萬
葉
』
第
二
一
六
号
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
））。

（
18
）
新
井
栄
蔵
「
万
葉
集
季
節
観
攷
―
漢
語
〈
立
春
〉
と
和
語
〈
ハ
ル
タ
ツ
〉
―
」（『
万
葉
集
研
究
』
第
五
集
、
塙
書
房
、
一
九
七
六
年
七
月
）

（
19
）
武
智
雅
一
「
露
霜
攷
」（『
萬
葉
』
第
七
号
、
一
九
五
三
年
四
月
）

（
20
）
清
水
克
彦
「
福
麻
呂
の
宮
廷
儀
礼
歌
」（『
萬
葉
論
集
』
第
二
、
桜
楓
社
、
一
九
八
〇
年
五
月
）

（
21
）
渡
部
修
「「
冬
ご
も
り
春
」
か
ら
「
う
ち
な
び
く
春
」
へ
―
万
葉
び
と
の
季
節
観
の
展
開
・
春
の
場
合
―
」（『
國
學
院
雜
誌
』
第
九
四
巻
第
三
号
、
一
九
九
三
年
三
月
）

（
22
）
諸
注
釈
に
お
け
る
「
さ
り
行
く
」
の
解
釈

　

・
鹿
持
雅
澄
『
万
葉
集
古
義
』
六
巻
之
上
（『
萬
葉
集
古
義
（
三
）』
精
文
館
、
一
九
三
七
年
三
月
）

　

・
井
上
通
泰
『
萬
葉
集
新
考 

第
二
』
巻
六
（
国
民
図
書
株
式
会
社
発
行
、
一
九
二
八
年
四
月
）

　

・
鴻
巣
盛
廣
『
万
葉
集
全
釈
』
第
二
冊
上
巻
（
廣
文
堂
、
一
九
五
五
年
二
月
）

　

・
武
田
祐
吉
『
萬
葉
集
全
註
釋
』
六 

巻
の
六
・
七
（
角
川
書
店
、
一
九
五
六
年
十
二
月
）

　

・
窪
田
空
穂
『
萬
葉
集
評
釋
』
第
四
巻
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
四
年
十
一
月
）

（
23
）
徳
田
浄
「
夕
さ
れ
ば
考
」（
佐
々
木
信
綱
編
『
萬
葉
學
論
纂
』
明
治
書
院
、
一
九
三
一
年
三
月
、
初
出
：『
國
學
院
雜
誌
』
第
三
一
巻
九
号
、
一
九
二
五
年
九
月
）
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